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～65歳まで助成している辰口町、内灘町は現状維持～ 
県政の失策は、勇気を持って撤回すべき 県政の失策は、勇気を持って撤回すべき 

県単補助「69歳医療費助成制度」の継続を求める運動 

本紙前号に紹介しましたように、谷本知事は県議会12月定例会で、「県単

独の69歳医療費助成制度は、必要な経過措置は設けながらも、基本的には

今年度限りで廃止をする」と答弁しました。さらに１月10日には県健康福

祉部医療課長名の事務連絡（市町村老人医療費助成事業の県単補助の廃止

について）を各市町村老人医療担当課長に送付しています。＜資料１＞

その内容は「県単補助は平成14年度末で廃止する予定であり」「平成14年

度末現在、満69歳の者については、その者が70歳になるまで助成の対象と

する等」の“経過措置”を設けることです。要は、本年３月末までに69歳

になった者は70歳になるまで助成するが、4月以降に69歳になった者は助成

しない、というもの。これではまったく“経過措置”の名に値せず、県民

のいのちと健康を大事にすることより、約２億１千万（平成13年度実績）

の県補助の削減が狙いと言わざるを得ません。

老人医療費助成制度は市町村が実施主体であり、県単事業として69歳対

象に半額補助しています。県単だけでは不十分と、69歳に上乗せして対象

年齢を拡大している自治体が７カ所あります。当該自治体では、県単の69

歳を廃止して、68歳から65歳まで助成することはあり得ず、県の補助廃止

の矛盾が一番集中しているところです。

保険医協会では、この７カ所の自治体に平成13年度の助成実績と今後の

施策予定について、聞き取り調査を行いました。＜資料２＞

県内で最も対象年齢を拡大している辰口町及び内灘町では、「65歳までの

老人医療費助成は長い歴史があり、住民の中に定着している」「県が69歳の

補助を廃止しても町独自で全額助成する」方向で調整しています。また、

能美郡や石川郡の自治体では「２年後に自治体の合併問題も控えており、

助成制度を後退させないように周辺自治体との調整も必要である」「皆さん

が主張されているように県の老人医療費助成制度は存続させるべき。ぜひ

歯止めをかけてほしい」と回答されたところもあります。

上乗せ自治体が現状維持を図れば、他の市町村でも69歳維持する可能性

が広がり、補助を廃止した県の姿勢が大きく問われることになります。県

は、この失策を繕うためか、存続しようとする自治体に圧力をかけたとい

う情報も得ており、自治体の住民の福祉を守る姿勢に、県が水を差すとい

うことになり、谷本知事の政治姿勢が疑われます。

今後、なぜ、住民の福祉に反するこのような決定をしたのか、誰が考え、

どこで決定されたかなどを調査し、分かったことは、本紙などで会員をは

じめ、県内の保健、医療、福祉関係者、一般の方々にお知らせしていきま

す。

県をはじめ各市町村では、これから３月定例議会で来年度予算審議が行

われます。各市町村における老人医療費助成制度の継続か、廃止かの攻防

はこれからが本番です。「69歳医療費助成制度を廃止せず、同制度を継続・

拡充する」世論と運動を大きく広げましょう。廃止の理由はどこにも見あ

たりません。

＜資料1＞

石川県から各市町村に送付された事務連絡

事　務　連　絡

平成15年1月10日

各市町村老人医療担当課長　様

石川県健康福祉部医療対策課長

（公印省略）

市町村老人医療費助成事業の県単補助の廃止について

県単老人（69歳）医療費助成制度につきましては、これま

でご理解ご協力をいただき厚くお礼申し上げます。

さて、標記の69歳老人医療費助成事業の県単補助について

は、国の医療保険制度の改正などを踏まえ、平成14年度末で

廃止する予定でありますのでお知らせします。

なお、平成14年度末現在、満69歳の者については、その者

が70歳になるまで助成の対象とする等の経過措置を設けるこ

ととしていることを申し添えます。

おって、廃止条例の準則、経過措置の具体的な内容につい

て、別途課長会議での説明を予定しています。

（事務担当）

医療対策課国保指導係

TEL（076）225－1432

＜資料2＞

石川県の老人医療費助成制度に上乗せしている自治体一覧

注：69歳の助成実績額は当該自治体と県で半額負担しています。

自治体名
自治体独自の 平成13年度 平成13年度
助成対象年齢 助成対象人数 助成実績額

寺井町
68歳 167人 6,307,143円

県：69歳 129人 5,145,202円

辰口町
65歳～68歳 665人 18,881,344円

県：69歳 111人 3,955,669円

美川町
68歳 128人 5,613,462円

県：69歳 150人 4,923,059円

鶴来町
67歳～68歳 385人 3,725,858円

県：69歳 142人 6,007,884円

河内村
67歳～68歳 20人 951,360円

県：69歳 14人 974,763円

内灘町
65歳～68歳 908人 23,429,500円

県：69歳 210人 9,578,658円

鹿島町
67歳～68歳 221人 7,769,232円

県：69歳 110人 3,360,540円

石川県保険医協会・調査
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社
会
保
障
と
は
、
人

が
食
べ
る
寝
る
な
ど
の

生
き
る
こ
と
す
べ
て
を

保
障
す
る
も
の
と
定
義

す
る
な
ら
ば
、
そ
の
レ

ベ
ル
は
、
時
代
と
共
に

変
化
す
る
。
食
料
、
住
居
な
ど
の
基

礎
的
部
分
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
よ

り
良
い
生
活
、
健
康
的
な
環
境
を
も

保
障
す
べ
き
が
故
に
、
様
々
な
業
種

が
有
機
的
に
関
連
し
、
助
け
合
っ
て

社
会
を
営
む
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

そ
こ
に
は
当
然
、
経
済
活
動
の
適

切
な
営
み
や
発
展
が
求
め
ら
れ
る
。

今
、
こ
の
経
済
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム

と
い
う
嵐
の
中
で
翻
弄
さ
れ
て
い

る
。
果
た
し
て
日
本
は
世
界
の
中
で

ど
ん
な
ス
タ
ン
ス
で
、
ど
ん
な
経
済

路
線
に
進
み
、
さ
ら
に
は
社
会
保
障

を
ど
う
位
置
付
け
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
、
政
府
は
多
く
を
語
ろ
う
と
し

な
い
。
少
な
く
と
も
、
憲
法
第
二
五

条
で
定
め
ら
れ
た
精
神
は
、
民
主
主

義
の
成
熟
度
に
応
じ
て
で
は
な
く
、

経
済
情
勢
の
変
化
（
悪
化
）
に
応
じ

て
、
そ
の
形
を
変
容
（
低
下
）
し
て

良
し
と
す
る
政
策
を
取
っ
て
い
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

そ
れ
な
ら
ば
せ
め
て
、
わ
れ
わ
れ

保
険
医
協
会
が
、
そ
の
設
立
の
理
念

で
あ
る
『
国
民
の
健
康
を
守
る
』
と

い
う
立
場
で
、
日
本
の
あ
る
べ
き
社

会
保
障
制
度
や
医
療
制
度
に
つ
い
て

語
ろ
う
で
は
な
い
か
。
ど
の
程
度
の

国
民
負
担
が
妥
当
な
の
か
に
つ
い
て

提
言
し
よ
う
で
は
な
い
か
。
医
療
の

専
門
家
が
現
場
を
踏
ま
え
た
上
で
発

言
し
、
医
療
政
策
に
お
い
て
政
府
と

違
い
が
あ
れ
ば
対
案
を
具
体
的
に
提

言
し
、
そ
の
是
非
を
世
に
問
う
こ
と

は
ま
さ
に
責
務
で
あ
る
。

協
会
の
『
国
民
医
療
の
充
実
』
な

ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
真
に
患
者
さ

ん
サ
イ
ド
に
立
っ
た
発
言
で
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
マ
ス
コ
ミ

の
論
調
は
政
府
の
政
策
を
後
押
し
す

る
か
の
よ
う
に
、
問
題
を
患
者
と
医

療
人
だ
け
の
次
元
に
矮
小
化
し
、
社

会
保
障
に
対
す
る
国
の
負
担
軽
減
策

の
是
非
を
問
お
う
と
し
な
い
。
医
療

サ
イ
ド
は
、
経
営
基
盤
が
磐
石
で
な

け
れ
ば
、
十
分
な
医
療
を
施
す
こ
と

は
困
難
と
主
張
す
る
。
一
方
、
患
者

サ
イ
ド
は
医
者
の
懐
な
ん
ぞ
は
関
係

な
い
、
希
望
す
る
レ
ベ
ル
の
医
療
が

低
負
担
で
、
い
つ
で
も
安
全
に
提
供

さ
れ
れ
ば
良
い
と
言
い
放
つ
論
調
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
意
図
的
に
創
ら
れ
た

対
立
像
を
払
拭
し
、
医
療
に
対
し
て

国
民
の
正
当
な
信
頼
を
得
る
た
め
、

さ
ら
な
る
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
思
う
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
当
協
会
が

次
年
度
か
ら
企
画
す
る
社
会
保
障
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
は
時
宜
を
得
た
活
動

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

活
動
が
全
国
の
各
協
会
で
展
開
さ
れ

る
中
で
、
よ
り
広
範
な
国
民
的
合
意

が
形
成
さ
れ
、
真
の
社
会
保
障
、
医

療
制
度
が
確
立
さ
れ
る
と
信
じ
て
い

る
。

医
療
制
度

医
療
制
度
、社
会
保
障
制
度

社
会
保
障
制
度
は
 

『
国
民
国
民
の
健
康
健
康
を
守
る
守
る
』立
場
で

立
場
で
 

医
療
制
度
、社
会
保
障
制
度
は

『
国
民
の
健
康
を
守
る
』立
場
で

1面関連記事 

石川協会からの 
保団連代議員会発言要旨 

北朝鮮による拉致事件と核開発問題について

石川県保険医協会　大平三四郎

今まで、私も含めて日本中のかなりの人たちが、北朝鮮によ

る拉致事件との疑いを感じていたが、まさか国家が拉致事件と

いう犯罪行為をやっていたことには考えが及ばなかった。北朝

鮮の金正日体制の犯罪行為に対しては、原状復帰という原則を

あくまでも貫き、経済協力は、すべての懸案が解決されてから

議論をしても決して遅くはない。

一方、戦後、日本は非核三原則にのっとり、世界唯一の被爆

国としてその理念を実現するべく努力してきた。しかしながら、

現実問題として、北朝鮮による核開発やミサイル問題そして生

物化学兵器問題が日本やアジア各国の安全に重大な脅威を及ぼ

している。

今まで有事立法に強く反対してきた保団連が、直接的脅威を

与える国の行動には抗議の声を発しないのは一体どうなってい

るのか?

保団連はその基本姿勢である開業医宣言の中で「平和の希求」

を掲げて核戦争の防止と核兵器廃絶を高く掲げているが、今回、

この問題では沈黙を守っているのはどうしてなのか?

そして、もう一つ今、北朝鮮では食料事情が急速に悪化して

いる。その結果北朝鮮を脱出する人（脱北者）も大幅に増加し

ているのである。

日本政府は長期的な視野を持ち、拉致問題と核問題などの安

全保障問題、食料問題の解決を棚上げにしないで、北朝鮮政府

との交渉にねばり強く取り組む姿勢が必要である。

歯科 サタデイナイト 
セミナーのご案内 
歯科 サタデイナイト 
セミナーのご案内 

テーマ 歯科医師のための最近の眼科 
講　師 うしむら眼科クリニック院長 

牛村　繁先生 
と　き 2003年3月1日（土） 

午後7時～午後9時 

ところ 金沢都ホテル 5階能登の間 

歯科と眼科とは、鼻を隔てて近い領域の治療である。患者のみならず、
歯科医師にとって、治療時の目の影響が危惧される。実際の歯科治療時に
起こりうる問題点、対処法、治療法について講演していただく予定です。
この機会に聞きたいことや疑問がありましたら事前にメール、ファックス
でお知らせください。多数の参加をお待ちしています。 

ＦＡＸ ０７６（２３１）５１５６ 
E-mail iskw-hok@doc-net.or.jp
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野党4党が3割負担凍結法案を提出

健康保険法等の一部を改正する法律の
一部を改正する法律案骨子（案）

第１　健康保険法の一部改正関係

被保険者の療養の給付に係る一部負担金の割合およびその

被扶養者の入院時の自己負担割合を２割から３割に引き上げ

る改正を別に法律に定める日まで凍結すること。

第２　国民健康保険法の一部改正関係

被用保険の自己負担割合の見直しに併せて行うこととされ

ている国民健康保険の被保険者のうち70歳未満の退職被保険

者の療養の給付に係る一部負担金の割合およびその被扶養者

の入院時の自己負担割合を２割から３割に引き上げる改正を

別に法律で定める日まで凍結すること。

第３　その他

１．船員保険法及び国家公務員共済組合法その他共済組合各

法の一部改正について、第１に準じて、給付率の統一に係

る改正を別に法律で定める日まで凍結すること。

２．その他所要の規定の整備を行うこと。

第４　施行期日

この法律は、公布の日から施行するものとすること。

（2月12日）
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私
は
、
医
院
を
開
業
す
る
の

に
あ
た
り
、
私
自
身
の
医
療
に

対
す
る
理
念
を
「
患
者
さ
ん
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
し

て
、
以
下
の
五
つ
の
ポ
リ
シ
ー

を
掲
げ
ま
し
た
。
第
一
は
、
内

科
、
特
に
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん

の
治
療
と
健
康
維
持
に
最
大
限

の
努
力
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
医
学
部
卒
業
以
来
三
十
数

年
の
経
験
を
生
か
し
て
診
療
し

て
い
く
覚
悟
で
す
。
第
二
は
、

診
療
カ
ル
テ
を
開
示
し
、
患
者

さ
ん
の
健
康
状
態
を
、
で
き
る

限
り
分
か
り
や
す
く
説
明
致
し

ま
す
。
当
院
で
は
、
開
業
時
よ

り
Ｂ
Ｍ
Ｌ
社
の
電
子
カ
ル
テ
を

導
入
し
ま
し
た
。
同
社
へ
外
注

し
た
血
液
検
査
の
結
果
は
、
翌

日
に
は
電
子
カ
ル
テ
に
送
ら
れ

て
き
ま
す
の
で
、
患
者
さ
ん
と

共
に
画
面
を
見
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
の
経
過
も
含
め
て
検
討
し

て
い
ま
す
。
第
三
は
、
予
防
医

学
に
力
を
入
れ
、
定
期
的
な
健

康
診
断
、
食
事
や
運
動
の
指
導

な
ど
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

管
理
栄
養
士
を
ス
タ
ッ
フ
に
加

え
ま
し
た
の
で
、
い
つ
で
も
食

事
指
導
が
受
け
ら
れ
、
ま
た
、

気
軽
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
第
四
は
、
必
要
と
判
断

し
た
場
合
、
す
み
や
か
に
他
分

野
の
信
頼
で
き
る
専
門
医
を
紹

介
す
る
と
約
束
し
ま
す
。
国
立

病
院
な
ど
の
大
病
院
ば
か
り
で

な
く
、
開
業
医
の
先
生
も
紹
介

し
、
病
診
連
携
・
診
診
連
携
も

行
っ
て
い
ま
す
。
第
五
は
、
日

本
語
が
母
国
語
で
な
い
患
者
さ

ん
に
、
英
語
に
よ
る
診
療
も
行

い
ま
す
。
こ
の
一
年
間
に
二
十

人
前
後
の
外
国
人
の
診
療
を
し

ま
し
た
。
糖
尿
病
で
定
期
的
に

通
院
し
て
い
る
米
国
人
も
い
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
も
、
通
訳
の
資

格
を
持
つ
妻
の
芳
子
に
習
い
な

が
ら
、
片
言
英
語
で
対
応
し
て

い
ま
す
。

日
本
の
大
病
院
で
は
、
患
者

さ
ん
が
医
師
と
対
話
で
き
る
時

間
が
と
て
も
短
い
の
が
現
状
で

す
。
私
が
英
国
留
学
中
に
診
療

に
加
わ
っ
た
キ
ン
グ
ズ
カ
レ
ッ

ジ
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、
予
約
制

を
と
っ
て
お
り
、
午
前
十
時
か

ら
の
約
三
十
分
の
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
を
は
さ
ん
で
、
一
人
の
医
師

が
一
日
十
人
弱
の
患
者
さ
ん
を

ゆ
っ
く
り
と
診
て
お
り
ま
し

た
。「
は
じ
め
に
患
者
あ
り
き
」

が
基
本
で
す
。
一
人
の
患
者
さ

ん
に
十
分
か
ら
十
五
分
か
け
て

じ
っ
く
り
と
対
話
を
し
た
い
。

特
に
生
活
習
慣
病
と
よ
ば
れ
て

い
る
高
血
圧
症
・
高
脂
血
症
・

糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
に
は
、
薬

に
頼
る
の
で
は
な
く
、
食
事
や

運
動
に
重
点
を
置
い
て
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
を
す
す
め
ま

す
。
医
師
だ
け
で
な
く
、
管
理

「
お
も
て
な
し
の
心
」
な
ど
、 

五
つ
の
ポ
リ
シ
ー
を
持
っ
て 

早
川
浩
之
の
内
科
医
院
院
長
　
早
川
　
浩
之（
金
沢
市
・
内
科
） 
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テ
ー
マ 

テ
ー
マ 

患
者
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ 

栄
養
士
等
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の

指
導
も
大
切
で
す
。

「
い
や
だ
な
ぁ
」
と
思
っ
て

出
か
け
て
い
く
の
で
は
な
く
、

ス
タ
ッ
フ
に
会
う
の
が
楽
し
み

だ
と
感
じ
て
も
ら
え
る
医
院
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お

茶
コ
ー
ナ
ー
や
癒
し
の
ス
ペ
ー

ス
も
設
け
ま
し
た
。
す
で
に
毎

月
一
回
の
糖
尿
病
教
室
を
開
い

て
十
二
月
で
九
回
目
と
な
り
ま

し
た
。
私
が
糖
尿
病
の
解
説
を

三
十
分
、
管
理
栄
養
士
が
食

事
・
運
動
療
法
の
説
明
を
三
十

分
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
は
さ
ん

で
音
楽
会
を
三
十
分
と
い
っ
た

内
容
で
す
。
今
後
は
、
高
血

圧
・
高
脂
血
症
な
ど
の
患
者
の

集
い
を
開
く
予
定
で
す
。

当
院
へ
来
て
下
さ
る
方
々
か

ら
、
よ
く
「
医
院
ら
し
く
な
い

で
す
ね
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
木

造
の
医
院
に
は
、
日
本
建
築
の

材
料
が
た
く
さ
ん
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
木
の
床
・
格
子
戸
・
レ

ン
ガ
・
土
壁
な
ど
。設
計
士
と
、

ど
う
す
れ
ば
患
者
さ
ん
に
安
心

し
て
来
て
も
ら
い
、
で
き
る
だ

け
心
地
よ
く
診
察
を
受
け
て
も

ら
え
る
か
を
話
し
合
い
ま
し

た
。
患
者
さ
ん
は
、
診
察
を
受

け
る
時
、
ま
た
、
点
滴
を
受
け

る
時
な
ど
、
ベ
ッ
ド
に
横
に
な

り
見
上
げ
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
天
井
は
木
造
り
で
、
ゆ
る

く
カ
ー
ブ
を
描
く
よ
う
に
工
夫

さ
れ
ま
し
た
。
採
光
は
、
天
井

の
一
部
の
ガ
ラ
ス
の
明
か
り
採

り
か
ら
の
自
然
光
と
、
照
度
が

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
ラ
イ
ト

で
調
節
を
い
た
し
ま
す
。
待
合

室
に
は
暖
炉
が
あ
り
、
冬
は
薪

が
燃
え
て
い
ま
す
。
暖
炉
の
暖

か
さ
は
輻
射
熱
と
な
り
、
和
風

の
建
築
材
料
に
蓄
熱
さ
れ
、
医

院
全
体
が
暖
か
く
な
り
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
や
床
暖
房
も
し
て
い

る
の
で
す
が
、
人
間
に
や
さ
し

い
暖
か
さ
は
、
や
は
り
薪
の
炎

か
ら
の
よ
う
で
す
。
患
者
さ
ん

が
第
一
の
医
院
で
す
が
、
ス
タ

ッ
フ
が
働
き
や
す
い
よ
う
に
、

検
査
室
・
薬
局
・
処
置
室
・
診

察
室
を
配
置
し
、
金
属
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
材
料
は
で
き
る
だ

け
少
な
く
し
、
た
く
さ
ん
の
木

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
と

工
夫
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら
は
す
べ
て
、
患
者
さ
ん
に

や
さ
し
く
、「
お
も
て
な
し
の

心
」
の
あ
る
医
院
を
め
ざ
し
た

か
ら
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
地
域
の
人
た
ち
が
気

軽
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
ホ

ー
ム
ド
ク
タ
ー
に
な
り
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

囲 

解 
答 

碁 

平易に外から狭めて行き、死にます。 
３からハネルのが肝要です。 

（
問
題
は
12
面
に
あ
り
ま
す
） 
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チケット 

雨宮 知子コンサート 
♪うさぎ追いしかのやま  こぶなつりしかの川♪ 

雨宮 知子コンサート 雨宮 知子コンサート 雨宮 知子コンサート 
昔から歌い継がれたなつかしの歌から、現代の子どもの歌まで様々なジャンルの歌のコンサート。雨宮知子

さんの透き通る美しい歌声は、お年寄りから子どもまで、世代をつなぎ、すべての人の心にしみいることでしょ
う。多くの方のご参加をお待ちしております。 

2003年2月23日（日） 
開場…１３：３０／開演…１４：００ 

石川県女性センター 
金沢市三社町1－44（TEL 263－0115） 

【大　人】 

（前売り）1,500円 （当日）1,800円 
【高校生以下】 

（前売り）    800円 （当日）1,000円 

【問い合わせ】 
東　　孝二　ＴＥＬ ２４７‐６０２２／中村　昭一　ＴＥＬ ２４２‐２９０５／村上　凛子　ＴＥＬ ２４１‐８２６２ 
黒川由美子　ＴＥＬ ２４１‐３７９２／大森　和子　ＴＥＬ ２５１‐６３０１／帯刀　裕之　ＴＥＬ ２５１‐７２９８ 
山野下とよ子　ＴＥＬ ２３６‐１４１４ 

【主　　催】 雨宮知子コンサート実行委員会 

こころの 
ふるさと 
こころの 
ふるさと 
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開催日時 3月23日（日）●午前10時～正午 

開催場所 金沢都ホテル 7階 鳳凰の間 
●JR金沢駅正面、電話：076‐261‐2111

講　　師 石川県保険医協会講師団 

テキスト 『介護報酬改定のポイント』 

参　加　費 会員医療機関1人無料 
2人目から2,000円 

2003年4月介護報酬改定に対応 
居宅療養管理指導、介護療養型医療施設など医療系（医科・歯科）の新
介護報酬について、改定のポイントをわかりやすく解説 

2003年4月実施のその他の改定等についても解説 
2003年実施予定の診療報酬改定（180日超の経過措置、療養病棟入
院基本料3～7の廃止等、来年度から変更のある点数） 
医療法上の病床区分の届出（一般病床と療養病床） 
新しい障害者福祉制度（支援費制度）と医療機関 

（未入会医療機関の方は、当日までに入会していただく 
  ことを前提とします。） 

参加対象 

申 込 み 

会員、スタッフ、家族 

次のいずれかの方法で必ず事前にお申込みください。 
申込締切：3月14日（金）（ただし、定員に達し次第締め切ります。） 
①案内チラシの申込書に必要事項を記入の上、Fax送信 
②必要事項を明記した電子メールを下のアドレス宛てに送信 
③電話による申込み 
※申込みされた方に「入場整理券」をお送りします。当日ご持参ください。 
※テキストは、検討会当日に会場でお渡しします。 

石川県保険医協会 
電話：076（222）5373　Fax：076（231）5156 
Email:ishikawa-hok@doc-net.or.jp
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（『月刊保団連』臨時増刊号） 

開業のポリシーについて講演する早川浩之会員
（昨年11月26日・金沢都ホテル）
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肝性脳症の患者さんへのカナマイシン投与（能書に効能はありません）

は保険審査を通りますか。メーカーに照会すると大病院では使用している

ようだ、との曖昧な回答でした。

＜保険医協会のコメント＞
第183例は肝性脳症へのカナマイシン（内服）の適応についてです。

肝性脳症の状態では、アンモニアの生成を極力抑える必要があり、腸内

細菌の抑制がはかられることがあります。その目的に、カナマイシンやフ

ラジオマイシンの内服が行われることがありますが、カナマイシン等の内

服には薬事法上の適応にはこの目的への用法はなく、保険適応外というこ

とになっています（「今日の治療指針」参照）。

保険診療では、混合診療を禁止していますので、肝性脳症へのカナマイ

シンの経口投与は、医師の責任で、医療機関の持ち出しで行われることに

なります。

さて、肝性脳症時の腸内細菌抑制は、現在では、ほぼ常識的な治療法と

なっています。本来なら、この目的への適応があってもよいわけですが、

薬価の安いカナマイシンやフラジオマイシンでは、改めて、適応症を拡大

するのは商業ベースに合わないというのでしょうか、一向に適応拡大にな

る様子がありません。

本件のような事例は、他にもたくさんあると思いますが、このような用

法には、支払基金における内規での対応などにより、常識に沿った、きめ

細かな審査となってくれることを願ってやみません。

１．保険者 金沢市国民健康保険

２．年　齢 42歳（男性）

３．診療月 平成14年５月

４．過誤調整連絡書の発行月：平成14年10月

５．病名・診療開始月

（1）高コレステロール血症 平成８年９月３日

（2）痔核 平成10年３月６日

（3）胃潰瘍 平成14年４月２日

（4）ヘリコバクター・ピロリ感染 平成14年４月２日

（除菌終了日は平成14年４月９日）

６．該当月の診療実日数　　３日

＜主治医の意見＞
５月28日に尿素呼気試験を実施したのですが、そのとき使用した薬剤の

ユービットが２ｇ→１ｇに査定されました。

平成14年４月２日に胃の内視鏡と、迅速ウレアーゼ試験を実施し、陽性

となった患者さんです。検査後、当日から１週間でタケプロン（30）２Ｐ、

クラリス（200）２Ｔ、サワシリンCap６Pを２α（1－0－1、3－0－3）で

内服後、７週間パリエット（10）１T（1－0－0）と、胃薬を服用しました。

その後、尿素呼気試験を実施し、除菌を確認しました。

ユービットの文献にも１包（２g）を100mlの水に溶かし経口投与とあり

ます。査定されたのはこの患者だけです。

＜保険医協会からのコメント＞
184例は、ヘリコバクター・ピロリの診断時に使用するユービット尿素

（C13）を規定どおり100mg使用したところ、半量の50mgに減額査定され

たものです。

ユービットの散剤は５％（分包２g）となっており、その薬事法上の用

法は、100mg（１包）を水に溶かして服用・・・・となっています。また、

除菌確認の時期に関しても、除菌治療薬剤中止後４週間以上経っており、

診療報酬点数表に記載されている注意事項も遵守されています。

従って、主治医の投与方法には何の間違いもなく、薬事法承認どおりと

いうことになります。審査上の間違いというほかには答えようがありませ

ん。診療報酬点数表および薬事法承認どおりの使用法であるとの理由で再

審査請求してください。

１．保険者 社会保険

２．年　齢 33歳（男性）

３．診療月 平成14年７月

４．過誤調整連絡書の発行月：平成14年11月

５．病名・診療開始月

（1）（主）腎炎疑い 平成14年７月13日

（2）（主）肝機能障害 平成14年７月13日

６．該当月の診療実日数　　　2日

＜主治医の意見＞
尿中アルブミンは糖尿病以外の腎糸球体病変を知る上で有用です。腎疾

患での尿中アルブミン測定が認められないのはどうかと思います。

微量タンパク尿の精査のため、来院、腎糸球体病変の有無を知るために

尿中アルブミン定量を測定。腎症の診断治療のために必要と考える。

＜保険医協会からのコメント＞
第185例は糖尿病以外の病名で尿中アルブミン定量精密測定を算定した

ところ査定され、再審査請求の結果も原審どおりとなったものです。

尿中アルブミン定量精密測定の算定については、平成14年３月８日保医

発0308001により、以下のように規定されています。

「14」のマイクロトランスフェリン精密測定（尿中）、「15」のアルブ

ミン定量精密測定及び「16」の､Ⅳ型コラーゲン定量精密測定は、糖尿

病と診断され、試験紙法による尿蛋白陽性となる以前の早期糖尿病患者

に対して行った場合に、３ヵ月に１回に限り算定できる。なお、これら

を同時に行った場合は、主たるもののみ算定する。

この通知により、尿中アルブミン定量精密測定は、たとえこの検査が他

の疾患の診療においてどれだけ有用性があっても、保険診療上は唯一「糖

尿病」において、それも、試験紙法による尿蛋白陽性となる以前の「早期

糖尿病」においてのみ算定できるということになります。

この取り扱いは、医学上の有用性とは別次元の問題です。早期糖尿病以

外は「保険算定は認めません」ということで、主治医が当該患者の診療上

必要と認めた場合は、その費用を医療機関の持ち出しで検査を実施するか、

患者との話し合いの上、診察料等も含めて全額自費診療で実施することに

なります。

以上、今回は、通知により保険算定のルールが決められている検査点数

について考えてみました。このように保険診療上の算定ルールが細かく決

められた検査は他にもたくさんありますので、「診療報酬点数表」あるい

は、「保険診療の手引」などをきちんと読んでおくことをおすすめします。

糖尿病以外の病名で尿中アルブミン定量精密測定を算定し、 
査定された事例 

＜第185例＞ 

ヘリコバクター・ピロリの診断時のユービット尿素（Ｃ１３）が 
半量の５０ｍｇに減額査定された事例 

＜第184例＞ 

肝性脳症へのカナマイシン（内服） 
の適応について 

＜第183例＞ 

『保険審査通信』に寄せられた相談事例

納得のいかない返戻、査定は 

『保険審査通信』 
でお知らせください 

「保険審査通信」は、納得のいかない返戻や査定があった場合に会員医療

機関からお知らせいただき、保険医協会が『石川保険医新聞』を通してコメン

トを掲載しています。 

会員医療機関におかれましては、不当あるいは納得できない返戻・査定の

情報を保険医協会にFAXにてお送りください。 

FAX：076－231－5156 
E-mail：iskw-hok@doc-net.or.jp
※保険審査通信は年に数回、会員医療機関に送付していますが、紛失した場合や追加が必要な場合
は、保険医協会までご請求下さい。お急ぎの場合は、FAXでお送りします。 
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石川県社会保障推進協議会が昨年10月に行った県内自治体キャラ

バン行動（自治体訪問・要請）の際に輪島市長寿保健課より「輪島

市乳幼児医療費助成条例施行規則」を入手しました。＜資料１＞

輪島市では小学校就学前まで入院・通院とも助成対象になって

おり、県単事業にある1,000円の自己負担も含めて全額償還払いに

なっています。しかも輪島市内の医療機関で受診した場合の償還

払いの方法は他の市町村と異なり随分簡素化されています。

輪島市の償還払いの方法は以下の通り。

（1）保護者は輪島市への出生届の際に銀行指定口座も併せて届

け出る。

（2）就学前までの子どもが医療機関に受診する。

（3）保護者は医療機関窓口で一部負担金を支払う。

（4）当該医療機関は月単位で「乳幼児診療証明書」を輪島市長

寿保健課に送付する。

（5）輪島市は保護者の銀行指定口座に一部負担金を振り込む。

（6）輪島市は年度末に「乳幼児診療証明書」１枚当り100円を医

療機関の銀行指定口座に振り込む。

この取り扱いでは、保護者が毎月領収書を集めて申請書を作成

し、その都度市役所に足を運んで提出するという、払戻し手続き

の面倒さがありません。出生届の際に併せて保護者が償還を受け

る銀行指定口座を届け出るだけです。窓口無料の現物給付が保護

者の一番の願い＜資料２＞ですが、次善の策として輪島市のよう

な償還払い手続きの簡素化を県内各市町村に普及したいものです。

乳幼児医療費助成制度の償還払い簡素化の一例 
輪島市の施行規則にみる 

乳幼児医療費助成制度の償還払い簡素化の一例 
輪島市の施行規則にみる 

＜資料２＞金沢市内の保育園児を持つ母親の声

払戻し手続きが面倒、窓口負担をなくしてほしい

６歳、２歳、０歳の子どもを持つ我が家では、月々の医療費

がばかになりません。３歳までは、月1,000円以上かかった分

は、申請すれば戻ってきますが、早くても２カ月後です。都会

に住む友達の話だと横浜や東京では（多分３歳以下だと思った

のですが）病院へ行っても保険が効く診察や薬だとお金がかか

らないそうです。その友達は「シロップの容器代40円だけ持っ

ていけばいいし、楽や！」といっていました。小さい子どもを

抱いていると受付でお金を払ったりするのも一苦労です。働い

ているときは医療費を申請しに行くのも本当に大変でした。

（そのために職場を早目に出させてもらったりして）今は申請

しに行く暇はあっても、育休中の我が家の家計で毎月１万円を

越える医療費は大きな負担になります。ぜひ３歳以下の子ども

の医療費をかからなくしてほしいということと合わせて、わざ

わざ申請しなくてもいいようにしてほしいと思います。

＜資料１＞輪島市乳幼児医療費助成条例施行規則
昭和48年７月１目規則第26号

（趣旨）

第１条　この規則は、輪島市乳幼児医療費助成条例施行規則(昭和48年輪島市

条例第25号。以下「条例」という。)の施行に関し、必要な事項を定

めるものとする。

(各種保険法等の指定)

第２条　条例第３条第２項に規定する社会保険法等とは、次の各号に掲げる

法律をいう。

（1）健康保険法(大正11年法律第70号)

（2）船員保険法(昭和14年法律第73号)

（3）国家公務員共済組合法(昭和33年法律第128号)

（4）地方公務員等共済法(昭和37年法律第152号)

（5）私立学校教職員共済組合法(昭和28年法俸第245号)

（申請書の提出）

第３条　条例第２項に規定ずる乳幼児を診療した医療機関は、乳幼児診療証

明書(別記様式)を市長に提出しなければならない。

２.前項の規定による乳幼児診療証明書の提出をもって保護者本人から医療費

助成の申請があったものとみなす。

３.前項の助成は、診療を関始した日の属する月の翌月から１箇年以内に提出

しないときは、その権利は消滅する。

（助成金の支給）

第４条　市長は、前条の規定による申請書を受理したときは、助成の要件等

を審査、確認の上助成額を決し、申請者に支給する。

０歳～小学校就学前まで 
患者 

輪島市長寿保健課 
輪島市内の 

保険医療機関 
⑥年度末に１件当り100円を 
　保険医療機関の指定口座に 
　振り込む 

②保険医療 ①出生届の際に保護者の指定 
　口座を併せて届け出る 

③一部負担 

④月単位の乳幼児診療 
　証明書を送付する 

⑤一部負担金 
　を振り込む 

＜参考＞輪島市乳幼児医療費助成制度の取り扱い方法

『保険医の経営と税務（2003年版）』 『保険医の経営と税務（2003年版）』 
ご希望の会員に 

進呈 
医業に係わる確定申告の実務書として、また、医療を守る立場から、激変する

税務情勢を鮮明にし、これを医業経営に生かせるようにと、今年も改訂版が発行
されました。 

１章の医業所得の計算も、フローチャートなどにより、申告、調査の流れを詳
しく解説しています。 

主な内容 
■確定申告のポイント 
■第1章　医業所得の計算 
■第2章　開業・承継・閉院 

■第6章　スタッフの税務と 
　　　　  給与実務の留意点 
■第7章　地方税の計算 
 

※ご希望の会員には1冊無料でお送りします。 
　FAX・E-mailでお申し込み下さい。 

B5判・152頁　定価1,500円 

■お問い合わせ・お申し込みは協会事務局まで ―なるべくFAXをご利用ください― 

 FAX（076）231‐5156 TEL（076）222‐5373 E-mail： iskw-hok＠doc-net.or.jp

■第3章　相続税・贈与税 
■第4章　医療法人 
■第5章　共済制度と税金 

先着200名様 
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●　はじめに
日常診療を行っていると、患者が様々な種類

の健康食品（サプリメント）を使用している場

面に遭遇することが多くなってきた。サプリメ

ントといっても、その形状は薬品と見間違うカ

プセル状のものまである。週刊誌やテレビでは

連日宣伝が見られ、市中の薬局にも数多くのサ

プリメントが置かれている。同様の現象は米国

においても見られ、ドラッグストアの商品棚に

は、nutritional supplementあるいはdietary

supplementと呼ばれる商品が数多く並べられて

いる。われわれ医療従事者はこの状況に戸惑い

を覚える。本当にサプリメントは必要なものな

のだろうか？

今回はビタミンサプリメント、なかでもビタ

ミンB群に属する葉酸の話題。

●　厚生労働省が葉酸の摂取を奨励
2000年12月28日、厚生労働省は緑黄色野菜な

どに多く含まれる葉酸に、「二分脊椎」や「無

脳症」などの先天性異常の発症リスクを低下さ

せる効果があるとし、都道府県や日本医師会な

どに対し、葉酸の積極的な摂取を妊娠可能な全

女性に呼びかけていくよう通知した。報告書で

は、一日0.4mg以上の葉酸を摂取すれば予防効

果があるとし、葉酸を多く含んだバランスの良

い食事を推奨。特に妊娠を計画中の女性につい

ては、食事だけでは必要量を取るのが難しい場

合もあるとして、葉酸を確実に摂取できるサプ

リメントの利用も勧めた。同省がサプリメント

の活用を呼びかけるのはこれが初めてのことで

あった。

●　米食品医薬品局（FDA）の葉酸に関する勧告
FDAは健全な出産を目指し、すでに1998年1

月1日より穀類の葉酸添加強化令を施行してい

る。必要とされる葉酸の量は、女性で一日

0.4mg。

一方、わが国では未だ対応が遅れており事は

深刻である。そこで、われわれはパンの原料で

ある小麦粉に葉酸を添加し、実際のパンでどれ

くらい葉酸が残存するかについて研究を開始し

た。近い将来わが国でも葉酸強化パンが出現す

る予定である。

●　欧米で飛躍的に研究が進む葉酸の効能
葉酸の最も大事な作用はビタミンB12と協調

的に働き、アミノ酸の合成やDNAの合成と修復

に深く関与していることであろう。古典的には

葉酸が欠乏すると骨髄の造血障害による大球性

貧血が発症することが知られている。しかし、

最近欧米では研究が飛躍的に進み、葉酸欠乏は

心血管系疾患、末梢神経障害、脳卒中、抑うつ、

アルツハイマー病、結腸ガン、白血病に関与し

ていることが分かってきた。葉酸と歯肉の健康

に関する論文まで発表されている。

●　葉酸は動脈硬化予防の救世主？
動脈硬化の危険因子はなにかと問われると従

来は高コレステロール血症と答えれば正解であ

ったが、最近ではコレステロールだけを気にし

ていても動脈硬化は防げないのではないかと言

われだした。動脈硬化、ひいては心筋梗塞の真

犯人はたんぱく質の代謝過程でできる『ホモシ

ステイン』というアミノ酸の一種であることが

分かってきた。このホモシステインの過剰生成

を抑えてくれるのが葉酸、ビタミンB6、B12な

のである。葉酸・B12が不足するとホモシステ

インからメチオニンに変わる過程が阻害され

る。するとホモシステインが過剰になり、血中

での濃度が上がる。このホモシステインがLDL

と結合し、マクロファージに貪食されて血管壁

に付着し自己酸化することで動脈硬化の原因を

作っていく。一方、B6が不足するとシステイン

に変わる過程が阻害されるため、やはりホモシ

ステインの量が増える。葉酸はまさに、動脈硬

化の救世主となるかもしれないビタミンなので

ある。

●　わが国の女子大生に葉酸が欠乏している！
わが国の女子大生157人の調査（安田和人ら）

によって驚くべき実態が明らかとなった。一日

の葉酸所要量0.2mgを摂取できていない者が

65％（102人）もいることが判明したのである。

さらに、恐ろしいことに妊娠に必要な所要量

0.4mgを摂取している者は数人しかいないこと

も判明した。葉酸は妊娠してから慌てて摂取し

ても遅く、妊娠する前から補給しておかないと

先天奇形の予防効果はない。まさに、日本の女

子大生は壊滅状態である。なお、葉酸の神経管

欠損症予防効果に関する研究は大規模介入試験

によって証明されている。

●　覚えておくべき葉酸を減少させる薬物
葉酸を減少させる薬物としては、経口避妊剤、

H2ブロッカー、フェノバルビタール等の抗痙攣

剤、ヒドロクロロチアジド等の降圧剤が挙げら

れる。これらの投与を受けている患者には葉酸

のサプリメントが必要であろう。

●　葉酸サプリメントはとても重要
食品中の葉酸は加熱によって容易に壊れるこ

とが分かっている。例えばハクサイを５分間煮

ると葉酸の破損21.4％、煮汁中55.3％、残存

23.3％であるが15分間煮沸では破損48.0％、煮汁

中42.0％、残存10.0％という報告がある（ビタミ

ン、47、1973）。したがって、煮たハクサイそ

のものを食べても葉酸の補給にはほど遠いこと

が分かる。また、水溶性の葉酸はその多くが煮

汁中に溶出してしまうのである。

●　おわりに
以上のことより、少なくとも葉酸はサプリメ

ントで補給すべきビタミンであると思われる。

葉酸の効能はまだまだ知られていないことが多

く、われわれの講座では現在葉酸の臨床効果に

的を絞って研究を行っている。今後は臨床介入

試験を通して医療現場で役立つ研究成果を提供

していきたいと考えている。最後に、補完代替

医療学に少しでも多くの医療従事者が興味を抱

いていただければ幸いである。なお、次回は患

者に大人気なアガリクスをとりあげる。

寄稿 

補完代替医療 補完代替医療 
シリーズ 

金沢大学大学院医学系研究科 
補完代替医療学講座 

 研究室長　鈴木　信孝 

―葉酸について― 

サプリメントの活用 
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１. どこの本屋さんにも売っていません！ 
当然ながら京都府保険医協会のオリジナルで、一般論は極力省略して、協
会会員本位に編集されています。現時点では類似の書籍さえ販売されてい
ないと思われます。 

2. 徹底した現場主義の内容 
最近は時代も趨勢もあり、医療事故に関わる書籍も一般に発行・販売され
始めていますが、それらは、裁判となり判決がおりた事例が学術的に紹介さ
れていることが多く、一般の医療機関にはピンとこない事例も多いと思われ
ます。その一方で、この「心得」は敢えて学者など学識経験者ではなく、実際
に現場で紛争処理を行っている委員で作成しましたので、知識の提供のみ
ならず、当協会の実体験を基本とした医療現場で「使える」情報が満載です。 

3. 対象は医師のみならず医療従事者・事務部門全般 
医事紛争は医師が注意するのみでは、予防に繋がりにくい面も多分に含まれています。チ
ーム医療が唱えられる中、医療機関全体で共通認識を持ち、協力して予防体制を整えるこ
とが必須です。それには各職種間での共通認識が必要となります。情報過多とも言われる
今日、まずはこの心得を共通言語として利用することから始められれば宜しいと思われます。 

4. 医療安全対策のテキストにも最適 
診療報酬においても有床診療所・病院では医療安全対策が義務化されました。院
内研修におけるテキストとしても十分適応します。また、当協会でも「医事紛争予防
講習会」のテキストとして活用しています。 

5. 一目で分かる「紛争発生地図」使用 
院内には危険な場所が一杯です。いつどこで何が起こるか分かりません。「心得」の
表紙には目次ともなる「紛争発生地図」がデザインされており、院内の各場所別に、
そこで実際に発生した紛争事例や、その注意事項を纏めています。 

本書の特徴 

●お申し込みお問い合せは下記へ 

京都府保険医協会 
〒604‐8845　京都市中京区御前通松原下ル 
　　　　　　 京都府医師会館内 

TEL. 075‐311‐8888 
FAX. 075‐321‐0056

新刊案内 

事例で見る医事紛争予防の心得 
好評です！ 



Ｐ
先
生：

「
な
あ
、
お
サ
ル

先
生
。
最
近
よ
く
『
無
意
味
な

延
命
治
療
』
と
い
う
言
い
方
を

す
る
け
れ
ど
も
、
い
っ
た
い
誰

に
と
っ
て
『
無
意
味
』
か
考
え

て
み
た
こ
と
が
あ
る
か
い
？
」。

お
サ
ル
先
生：

「
え
っ
！
？

（
し
ば
ら
く
考
え
込
ん
で
）
そ

れ
は
患
者
さ
ん
本
人
に
と
っ
て

良
く
な
る
あ
て
の
な
い
治
療
を

批
判
し
た
言
葉
だ
か
ら
、『
患

者
さ
ん
に
と
っ
て
』
で
し
ょ
う

ね
」。Ｐ

先
生：

「
さ
す
が
お
サ
ル

先
生
。
そ
の
通
り
だ
。
と
こ
ろ

が
最
近
違
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
で

語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ

な
い
か
い
」。

お
サ
ル
先
生：

「
違
っ
た
ニ

ュ
ア
ン
ス
？
」

Ｍ
先
生：

「『
無
意
味
』
は

お
国
に
と
っ
て
、
為
政
者
に
と

っ
て
…
と
言
う
わ
け
だ
。
あ
い

変
わ
ら
ず
過
激
だ
ね
、
Ｐ
先
生

は
」。Ｐ

先
生：

「
ま
あ
ま
あ
、
そ

う
言
う
な
っ
て
」。

お
サ
ル
先
生：

「
そ
う
い
え

ば
最
近
の
学
会
で
『
経
管
栄
養

の
倫
理
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
ね
」。

Ｐ
先
生：

「
そ
う
そ
う
。
米

国
の
消
化
器
病
学
会
で
『
Ｐ
Ｅ

Ｇ
（
胃
ろ
う
）
の
倫
理
』
が
取

り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
も
う
五

年
以
上
前
の
こ
と
で
、
日
本
で

も
よ
う
や
く
の
観
が
あ
る
。
た

だ
、
米
国
の
そ
れ
は
弁
護
士
や

宗
教
家
ま
で
集
め
て
広
く
意
見

を
述
べ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
だ
っ

た
ら
し
い
が
、
日
本
で
の
議
論

は
と
て
も
そ
こ
ま
で
は
行
っ
て

い
な
い
」。

Ｍ
先
生：

「
も
ち
ろ
ん
、
患

者
さ
ん
の
立
場
で
『
倫
理
』
を

議
論
す
る
の
は
当
然
だ
し
、
何

で
も
か
ん
で
も
食
べ
ら
れ
な
け

れ
ば
P
E
G
だ
、
と
い
う
の
は

戒
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
、
問
題
は
…
」。

Ｐ
先
生：

「
高
齢
者
を
P
E

G
な
ん
か
で
延
命
さ
せ
る
と

『
医
療
費
が
高
騰
し
て
医
療
経

済
を
圧
迫
す
る
』
と
い
う
議

論
！
」。

お
サ
ル
先
生：

「
や
っ
ぱ
り

問
題
は
、『
医
療
経
済
を
圧
迫

す
る
』
と
い
う
辺
り
で
す
ね
」。

Ｍ
先
生：

「『
倫
理
の
問
題
』

が
い
つ
の
間
に
か
『
経
済
の
問

題
』に
す
り
替
え
ら
れ
て
い
る
」。

Ｐ
先
生：

「
だ
い
た
い
、
日

本
の
医
療
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
評
価
で

は
世
界
第
二
位
、
と
こ
ろ
が
医

療
費
は
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
は
世
界

第
十
七
位
と
先
進
国
中
で
は
最

下
位
の
部
類
だ
」。

Ｍ
先
生：

「
こ
ん
な
に
安
く

て
良
い
医
療
が
効
率
よ
く
受
け

ら
れ
る
国
は
他
に
は
な
い
っ
て

こ
と
だ
な
」。

お
サ
ル
先
生：

「
何
か
の
雑

誌
で
読
み
ま
し
た
が
、
建
設
業

界
の
年
間
七
十
兆
円
に
対
し

て
、
国
民
総
医
療
費
は
半
分
以

下
の
三
十
兆
円
、
こ
れ
は
パ
チ

ン
コ
業
界
の
シ
ェ
ア
と
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
な
い
そ
う
で
す
よ
」。

Ｐ
先
生：

「
だ
か
ら
、
医

療
・
福
祉
の
占
め
る
割
合
を
い

か
に
拡
充
し
て
い
く
か
が
、
わ

れ
わ
れ
医
療
者
の
責
務
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
高
度
障

害
に
医
療
費
は
無
駄
』
と
い
っ

た
議
論
は
自
分
た
ち
の
首
を
絞

め
て
い
る
の
に
気
が
つ
い
て
い

な
い
ん
だ
」。

Ｍ
先
生：

「
寝
た
き
り
に
な

っ
た
親
の
一
人
や
二
人
を
看
る

こ
と
が
で
き
な
い
国
は
、
い
っ

た
い
何
だ
っ
て
言
う
ん
だ
な
」。

Ｐ
先
生：

「
も
と
も
と
医
者

な
ん
て
、
人
の
不
幸
で
メ
シ
を

喰
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
ん

だ
、
と
い
う
謙
虚
さ
が
な
い
の

さ
」。お

サ
ル
先
生：

「
Ｐ
先
生
、

抑
え
て
抑
え
て
！
」。

Ｐ
先
生：

「
お
サ
ル
先
生
に

た
し
な
め
ら
れ
る
よ
う
じ
ゃ
、

オ
レ
も
酔
い
が
回
っ
た
な
。
マ

ス
タ
ー
！
お
勘
定
」。
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年も新しくなり、就学時健診で視力不良と判定され、精査目的で来院

されるお子様たちがそろそろ増えてくる時期となりました。

私たちの仕事（視能訓練士）は『訓練士』と名前がつきますので、「近

視を訓練でなおしてくれるのですか？」とよく聞かれますが、メガネを

かければ正常視力（1.0）の出る屈折異常、近視、遠視、乱視は訓練の対

象とはなりませんので、ご了承ください。でも、あらためて近視で困っ

ている人の多さと、訓練によりortho（正す、視能訓練士の語源）できる

ものが一般に知られていないことに気づかされます。今回は訓練により

なおるものの一つ、弱視の話です。

まず、小児の眼の特性としての視覚の発達を知っておかねばなりませ

ん。

子どもは生直後でも、形態学的（形）にはほぼ完成していますが、機

能的（働き）には物を見るといった視的な学習を積み重ねることによっ

て完成します（１カ月で視力0.03）。

特に視力に関係する部位（黄斑部）は４カ月ごろまでに完成しますの

で、生後２～３カ月ごろより物を見ようとし始めます（視力0.05～0.1）。

その後の乳幼児の視力の推移は６カ月で（0.1～0.2）12カ月で（0.2～0.3）

２歳で（0.4～0.5）この時期に眼から脳へ見えているという信号伝達が完

成し、３歳で正常視力の（1.0）に達しますが、６歳までに発達が続き、

６歳でほぼ大人と同じ視機能を持つようになります。このように発達過

程にある小児の視覚は未熟性が強く、可塑性（変わりやすい）が大きい

ため、２歳くらいまでに何らかの阻害因子が働くと、視力は容易に停止

し弱視（メガネをかけても見えない）が発生します。教科書では矯正視

力が（0.04以上0.3未満）を弱視と定義しております。

訓練効果のある弱視は、「医学的弱視」と呼ばれ、何らかの原因により

視覚の発達が抑えられたもので、器質的変化（疾患）は認められません、

また何らかの疾患（先天白内障や緑内障等）により視力不良のものは

「教育・社会弱視」と呼ばれ訓練効果はあまり期待できませんので、場合

によっては、弱視教育や盲教育が必要となってきます。

医学的弱視の原因の代表的なものに屈折異常と斜視があげられます。

強度近視でなければ、遠くはぼやけて見えますが、近くにはピントが合

いますので視力不良例は少ないのですが、遠視や乱視があると遠くも近

くもピントが合いませんので、見るという学習が阻害されます（屈折性

弱視、不同視弱視）。斜視があると、いつも斜視になっている眼が使われ

ず発達しません（斜視弱視）。

また、片眼の眼帯、眼瞼下垂によっても弱視は容易に発生します（視

性刺激遮断弱視）。

弱視訓練はまず、屈折異常を矯正し網膜上に鮮明なピントを合わせる

ことです。その後視力良好眼を遮閉し、弱視眼を積極的に使わせ、発達

を促します。

弱視の視標となる視力検査は自覚的検査が多く幼児に見えたものを答

えさせることは難しく、信頼性に欠けるため診断がつけにくいものです。

また、片眼性の視力不良児は不自由を訴えませんし、親もそのようなそ

ぶりを見ることは無いので見過ごされやすいものです。そこで、正常視

力に達する３歳期の３歳児健診は、視機能が正常に発達しているかのス

クリーニングとし有意な

ことと思えます。

最後に、正常視力は

（1.0）とされておりますの

でどうやっても（1.0）に

達しない視力も弱視とい

えるのではないでしょう

か？

視力が出ない？ 
本当！？ 
（弱視について） 

その⑧ 

浅ノ川総合病院眼科  
視能訓練士　　　　小笹　一枝 

石川県言語聴覚士会主催 

市民公開講演会 市民公開講演会 
「障害」者・高齢者の自立を考える テーマ 
─ノーマライゼーションをめざす地域リハビリテーション─ 
日本リハビリテーション病院・施設協会 

会長　澤村　誠志先生 
講　師 2003年4月13日（日） 

午後2時～4時（開場：午後1時半） 
と　き 

石川県地場産業振興センター 
新館 コンベンションホール 

ところ 無料※手話通訳・要約筆記付き 参加費 

【問い合わせ先】 石川県言語聴覚士会事務局　やわたメディカルセンター　言語療法課 
TEL 0761－47－1212㈹　E-mail:st@katsuki-g.com

金沢市鞍月2丁目1番地 
TEL 076‐268‐2010（　　　　　　　　　　） 

４４ 
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鷹巣町見学記 鷹巣町見学記 

事
務
局
長
　
神
田
　
順
一 

福
祉
の
先
進
自
治
体
と
し
て

全
国
か
ら
年
間
三
千
人
以
上
も

視
察
に
訪
れ
る
秋
田
県
鷹
巣
町

（
岩
川
徹
町
長
）
を
視
察
す
る

機
会
を
得
た
。
鷹
巣
町
へ
の
視

察
を
呼
び
か
け
た
の
は
、
石
川

県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
で
参

加
者
は
九
人
。
一
月
十
七
日
、

豪
雪
地
域
の
秋
田
県
に
、
Ｊ
Ｒ

金
沢
駅
か
ら
鷹
巣
駅
ま
で
「
寝

台
特
急
・
日
本
海
」
で
往
復
す

る
と
い
う
強
行
軍
で
あ
っ
た
。

鷹
巣
町
は
秋
田
市
の
約
百
キ

ロ
北
側
に
あ
り
、
三
百
二
十
五

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な

面
積
を
持
ち
、
人
口
は
二
万
二

千
四
十
五
人
、
高
齢
化
率
は
二

七
・
二
五
％
（
二
〇
〇
二
年
四

月
現
在
）。

訪
問
先
は
、
介
護
予
防
拠
点

施
設
「
げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド
」
、

鷹
巣
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
ハ

イ
テ
ク
福
祉
機
器
の
実
験
ハ
ウ

ス
「
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
テ
ク
ノ
ハ

ウ
ス
秋
田
鷹
巣
」、
在
宅
複
合

型
施
設
「
ケ
ア
タ
ウ
ン
た
か
の

す
」、
補
助
器
具
セ
ン
タ
ー
た

か
の
す
、
高
齢
者
生
活
支
援
ハ

ウ
ス
「
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
た
か

の
す
」
で
あ
る
。

全
国
か
ら
の
視
察
対
応
の
窓

口
で
も
あ
る
「
げ
ん
き
ワ
ー
ル

ド
」
の
近
藤
テ
イ
子
係
長
は
じ

め
、
ど
の
施
設
で
も
鷹
巣
町
の

住
民
参
加
の
手
法
（
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
活
動
）
を

高
く
評
価
し
、
住
民
と
行
政
の

共
同
作
業
に
よ
っ
て
「
福
祉
で

ま
ち
づ
く
り
」
を
す
す
め
て
い

る
こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。

私
は
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
る

「
ケ
ア
タ
ウ
ン
た
か
の
す
」
の

印
象
を
中
心
に
報
告
す
る
。

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
活
動
か
ら
生

ま
れ
た
「
ケ
ア
タ
ウ
ン
構
想
」

は
、
岩
川
町
長
の
福
祉
政
策
を

支
持
す
る
町
会
議
員
が
少
数
だ

っ
た
た
め
、
開
設
ま
で
七
年
か

か
っ
て
い
る
。
一
九
九
六
年
の

町
議
選
を
経
て
、
こ
の
構
想
は

一
票
差
で
よ
う
や
く
議
会
を
通

過
し
た
。
現
在
も
町
議
会
は
町

長
支
持
派
と
反
対
派
の
数
は
拮

抗
し
て
い
る
と
い
う
。

一
九
九
八
年
四
月
に
は
ケ
ア

タ
ウ
ン
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム
（
療

養
室
）
を
住
民
に
見
学
し
て
も

ら
い
、
意
見
を
求
め
る
「
ケ
ア

ハ
ウ
ス
探
検
隊
」
を
公
募
し
た

と
こ
ろ
約
七
百
人
が
参
加
し
、

約
九
十
項
目
の
提
言
が
あ
っ

た
。
施
設
の
建
設
途
中
で
一
般

公
開
し
て
、
住
民
の
意
見
を
聞

い
た
町
の
姿
勢
に
感
心
し
た

が
、
そ
れ
に
答
え
て
七
百
人
も

の
参
加
者
が
あ
っ
た
こ
と
に

「
福
祉
で
ま
ち
づ
く
り
を
す
す

め
、
住
民
自
治
が
根
づ
く
ま
ち

に
し
た
い
」（
岩
川
町
長
）
の

姿
勢
が
住
民
の
間
に
芽
生
え
て

い
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。な
お
、

開
所
直
前
の
一
九
九
九
年
三
月

末
の
一
般
公
開
に
は
四
日
間
で

二
千
六
百
人
の
見
学
者
が
あ
っ

た
。一

九
九
九
年
四
月
、「
ケ
ア

タ
ウ
ン
た
か
の
す
」
は
高
齢

者
・
障
害
者
お
よ
び
介
護
者

（
家
族
）
の
在
宅
で
の
生
活
を

年
間
三
千
人
以
上
の

視
察
者
が
訪
れ
る
町

住
民
参
加
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル

支
援
す
る
た
め
の
在
宅
複
合
型

施
設
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。
全

室
個
室
の
老
人
保
健
施
設
（
八

十
床
）
を
中
心
に
短
期
入
所
施

設
（
三
十
床
）
、
通
所
介
護
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
、
配
食
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
四
月
か
ら
は
真
空

調
理
方
式
に
よ
る
配
食
サ
ー
ビ

ス
が
行
わ
れ
、
毎
日
三
食
の
配

達
も
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
四
月
に
は
補
助

器
具
セ
ン
タ
ー
が
、
二
〇
〇
二

年
四
月
に
は
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス

が
「
ケ
ア
タ
ウ
ン
た
か
の
す
」

の
隣
接
地
に
そ
れ
ぞ
れ
開
設
さ

れ
た
。
補
助
器
具
セ
ン
タ
ー
に

は
利
用
者
に
補
助
器
具
を
合
わ

せ
る
た
め
約
千
百
点
の
補
助
器

具
が
展
示
・
保
管
し
て
あ
り
、

福
祉
用
具
貸
与
、
配
達
、
器
具

の
調
整
、
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ー
ロ

ー
、
住
宅
改
修
な
ど
に
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
支
援
し
て
い
る
。
サ

ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
は
介
護
保
険
非

該
当
の
高
齢
者
の
生
活
支
援
ハ

ウ
ス
で
あ
り
、
全
室
個
室
で
六

人
の
ユ
ニ
ッ
ト
（
ア
パ
ー
ト
形

態
）
に
な
っ
て
お
り
、
通
所
介

護
も
併
設
さ
れ
て
い
る
。

「
ケ
ア
タ
ウ
ン
た
か
の
す
」

マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
が

一
番
重
要

の
経
営
主
体
は
、
財
団
法
人
た

か
の
す
福
祉
公
社
で
あ
る
。
人

口
二
万
二
千
四
十
五
人
の
町
で

社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
社

協
）
に
は
百
四
十
人
、
福
祉
公

社
に
は
百
七
十
人
の
職
員
が
い

る
（
二
〇
〇
二
年
四
月
現
在
）。

全
室
個
室
の
老
人
保
健
施
設
で

は
入
所
者
一
・
五
人
に
一
人
の

職
員
を
配
置
し
て
い
る
（
国
の

基
準
は
三
対
一
以
上
）。
こ
の

職
員
数
を
み
る
だ
け
で
も
「
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」、
雇
用
創

出
の
一
つ
の
証
明
で
あ
る
。

社
協
や
福
祉
公
社
で
介
護
職

員
を
採
用
す
る
際
に
は
、
年
齢

制
限
な
し
、
資
格
や
職
種
は
問

わ
な
い
、
町
外
か
ら
も
Ｏ
Ｋ
。

町
長
や
社
協
事
務
局
長
等
が
直

接
面
接
し
て
選
考
す
る
と
い

う
。
要
す
る
に
応
募
者
の
意
欲

次
第
で
あ
り
、
資
格
は
後
か
ら

で
も
取
れ
る
と
い
う
斬
新
な
発

想
で
あ
る
。

鷹
巣
町
は
一
九
九
五
年
九
月

に
全
国
初
の
「
二
十
四
時
間
三

百
六
十
五
日
対
応
の
訪
問
介

護
」
を
開
始
し
た
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
る
が
、
町
で
は
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
の
待
遇
は
役
場
職
員

並
み
と
し
、
生
活
保
障
し
て
き

た
こ
と
が
職
員
の
定
着
に
繋
が

り
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
確
保
し

て
い
る
。

社
協
の
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
は
正
職

員
四
十
二
人
、
臨

時
職
員
五
人
の
四

十
七
人
（
二
〇
〇

二
年
四
月
現
在
）

で
あ
る
。
二
〇
〇

〇
年
四
月
の
介
護

保
険
施
行
を
機
会

に
、
常
勤
ヘ
ル
パ

ー
を
減
ら
し
、
パ

ー
ト
に
切
り
換
え

た
社
協
や
福
祉
公

社
が
続
出
し
た
中
で
、
常
勤
ヘ

ル
パ
ー
を
年
々
増
や
し
て
き
た

鷹
巣
町
の
福
祉
施
策
は
刮
目
に

値
す
る
。「
介
護
保
険
は
不
備

の
多
い
国
の
制
度
で
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
地
方
自
治
体
で
や
れ

る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
」

と
話
さ
れ
た
近
藤
敏
夫
社
協
事

務
局
長
の
見
識
に
大
変
勇
気
づ

け
ら
れ
た
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
存

在
意
義
は
、
地
域
住
民
や
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
生
の
声
を
徹
底

し
て
き
く
こ
と
で
あ
る
。「
ケ

ア
タ
ウ
ン
た
か
の
す
」
開
設
以

降
も
魂
を
入
れ
る
こ
と
が
大
事

と
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇
一
年

に
は
「
ケ
ア
タ
ウ
ン
の
充
実
に

つ
い
て
」、
二
〇
〇
二
年
に
は

「
ケ
ア
タ
ウ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
」

「
ケ
ア
タ
ウ
ン
周
辺
整
備
」
に

つ
い
て
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
で
徹
底
し

た
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い

う
。今

回
の
「
ケ
ア
タ
ウ
ン
た
か

の
す
」
の
視
察
に
は
、
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
る

松
橋
雅
子
さ
ん
が
施
設
案
内
を

さ
れ
て
い
た
。
鷹

巣
町
の
福
祉
の
拠

点
で
あ
る
「
ケ
ア

タ
ウ
ン
た
か
の

す
」
に
は
全
国
か

ら
た
く
さ
ん
の
視

察
団
が
訪
れ
る
た

め
、
施
設
職
員
の

日
常
業
務
の
妨
げ

に
な
っ
て
は
い
け

な
い
、
と
の
思
い

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
案
内
係
を
務

め
て
い
る
と
い

う
。
こ
こ
に
も
住
民
参
加
の
意

識
の
高
さ
が
窺
が
え
た
。

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

は
じ
ま
っ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
、
住
民
参
加
の
取
り
組
み

は
、
現
在
は
鷹
巣
町
の
各
分
野

に
お
け
る
課
題
解
決
の
た
め
の

手
法
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
。
二
〇
〇
二
年
度
は
「
商

業
地
開
発
」「
ふ
れ
あ
い
通
院

バ
ス
」「
文
化
遺
産
」「
ご
み
」

な
ど
十
四
分
野
の
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
延
べ
千
人
の
住
民
参
加
が

あ
る
と
い
う
。

住
民
と
行
政
と
の
共
同
作
業

に
よ
っ
て
よ
り
よ
い
地
方
自
治

が
実
現
す
る
こ
と
、
そ
の
モ
デ

ル
自
治
体
と
も
い
え
る
鷹
巣
町

を
実
際
に
見
聞
で
き
た
こ
と

が
、
一
番
の
収
穫
で
あ
る
。

〈
付
記
〉

「
ケ
ア
タ
ウ
ン
構
想
」
を
め

ぐ
る
議
会
と
行
政
・
住
民
の
攻

防
、
施
設
着
工
か
ら
ケ
ア
タ
ウ

ン
探
検
隊
を
経
て
開
設
に
至
る

ま
で
を
映
画
監
督
の
羽
田
澄
子

さ
ん
が
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
タ
ッ
チ

で
製
作
し
た
『
住
民
が
選
択
し

た
町
の
福
祉
』
と
そ
の
続
編

『
問
題
は
こ
れ
か
ら
で
す
』
の

上
映
会
を
ぜ
ひ
県
内
で
も
実
現

し
た
い
も
の
で
あ
る
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の

存
在
が
決
め
手

視察会をコーディネイトして頂いた
社協事務局長の近藤敏夫さん

使う人に合った自助具が準備されている

デンマークシートを見学

補助器具センターには、様々な車いすが用意されている。左が筆者



2003年2月15日（毎月15日発行）（10）第370号　（1998年２月６日第三種郵便物認可） 石 川 保 険 医 新 聞

● 連 絡 先 ● 

人 

生 

の 

最 

終 

章 

を 

豊 

か 

に 

輝 

い 

て 

〒921‐8022　金沢市中村町5‐37 
　　　　　　  アイランドハイツA22 
TEL 076（245）3004　FAX076（245）3381

その29

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

美
助
人 

び

す

け

っ

と
 

加
藤
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シ
ョ
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美
助
人
っ
て
 

お
菓
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び
す
け
っ
と
 

ttttttttttttttttttttttttttttttttttttttt
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t ttttttttttttttttttttttttttttttttttttttt

t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
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毎
号
欠
か
さ
ず
こ
れ
だ
け
は

読
ま
な
い
と
落
ち
着
か
な
い

隠
れ
フ
ァ
ン
だ
っ
た
し
、
心

の
中
で
は
い
つ
か
何
か
の
会

で
金
沢
へ
お
呼
び
し
て
み
た

い
講
師
の
一
人
で
あ
る
。

「『
恵
ま
れ
な
い
人
』
が
恵

ま
れ
る
の
は
困
る
？
」「
や

さ
し
さ
と
残
酷
さ
は
紙
一

重
」
「
日
本
人
の
善
意
は

『
身
内
限
定
』
型
」
等
々
、

一
見
刺
激
的
な
小
見
出
し
で

グ
イ
グ
イ
と
読
ま
せ
、
逆
転

の
発
想
で
あ
ぶ
り
出
さ
れ
た

著
者
の
洞
察
に
は
、
思
わ
ず

「
り
く
つ
な
〜
」
と
唸
ら
さ

れ
る
。

「
心
の
貸
借
対
照
表
」「
要

求
水
準
の
法
則
」
な
ど
の
独

自
の
概
念
は
、
福
祉
に
お
け

る
受
け
手
と
担
い
手
の
関
係

の
み
な
ら
ず
、
医
療
に
お
け

る
医
者
と
患
者
の
関
係
に
置

き
換
え
て
み
る
と
面
白
い
。

福
祉
の
問
題
を
通
し
て
、
医

療
の
問
題
が
見
え
て
く
る
。

「
患
者
の
立
場
に
な
っ
て
」

な
ど
と
使
い
古
さ
れ
た
表
現

で
道
徳
的
に
言
わ
れ
る
と
ち

ょ
っ
と
煙
た
い
が
、な
ー
に
、

そ
ん
な
難
し
い
こ
と
は
一
つ

も
な
い
。
お
世
話
に
な
っ
た

恩
師
が
患
者
と
し
て
自
分
を

訪
ね
て
く
る
。
お
待
た
せ
す

る
の
は
悪
い
が
他
の
患
者
さ

ん
の
順
番
を
抜
か
す
わ
け
に

は
い
か
な
い
、
自
己
負
担
金

は
取
っ
て
も
い
い
の
か
（
モ

チ
ロ
ン
徴
収
ス
ベ
キ
）、
痛

い
検
査
は
や
っ
ち
ゃ
い
け
な

い
か
、
と
内
心
や
き
も
き
す

る
。「
医
療
の
質
」
っ
て
こ

ん
な
こ
と
な
の
か
な
、
な
ん

て
朧
（
お
ぼ
ろ
）
げ
に
思
い

な
が
ら
、
一
気
に
読
ま
せ
て

い
た
だ
い
た
。

ヘルパーステーション美助人の事務所にて。右が筆者の加藤重子さん

い
い
え
、
お
菓
子
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
名
前
で
す
。

「
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

美
助
人
」
と
い
う
名
前
は
、
ヘ

ル
パ
ー
講
座
を
修
了
し
た
人
た

ち
で
付
け
ま
し
た
。
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
が
い
な
い
、
訪

問
介
護
事
業
所
で
す
。
大
き
な

病
院
や
、
施
設
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
登

録
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
（
二
十
人
）

と
共
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
面

を
多
く
含
ん
だ
特
定
非
営
利
活

動
法
人
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー

美
助
人
」を
組
織
母
体
と
し
て
、

運
営
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
理
事

会
と
し
て
は
そ
の
道
の
専
門

家
、
著
名
な
方
な
ど
い
ら
し
ゃ

い
ま
す
が
、
現
場
で
働
く
人
た

ち
は
皆
主
婦
で
、
高
齢
者
の
お

世
話
を
し
た
い
と
か
、
子
育
て

ば
か
り
の
毎
日
で
は
な
く
、
生

き
が
い
を
感
じ
た
い
と
い
う
人

た
ち
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
た
ち
は
人
生

の
豊
か
な
経
験
者
で
あ
り
な
が

ら
、
個
人
の
家
に
入
っ
て
ヘ
ル

パ
ー
を
す
る
中
で
、
毎
日
、
驚

き
と
感
動
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
自
分
の
人
生
と
、
ま

っ
た
く
違
っ
た
人
生
に
寄
り
添

い
な
が
ら
ヘ
ル
パ
ー
を
行
う
こ

と
は
、
と
て
も
大
変
で
す
。
ま

だ
ま
だ
勉
強
不
足
の
た
め
、
学

習
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
高
齢
者
は
ど
う
し
て
も
何
か

し
ら
病
気
を
持
っ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
点
か
ら
、
こ
れ
か
ら

も
保
険
医
協
会
に
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

お
年
寄
り
か
ら
 

多
様
な
要
望
が
 

さ
て
、「
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
利
用
す
る
時
は
、

日
常
生
活
の
不
便
や
不
自
由
を

感
じ
る
た
め
に
利
用
す
る
の
だ

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
前
段
階

の
時
期
を
長
く
保
ち
ま
し
ょ
う

と
い
う
こ
と
で
「
ラ
イ
フ
サ
ポ

ー
タ
ー
美
助
人
」
を
つ
く
り
ま

し
た
。
い
ず
れ
身
体
が
思
う
よ

う
に
な
ら
な
く
な
る
…
そ
の
前

に
《
人
生
の
最
終
章
を
、
豊
か

に
輝
い
て
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

一
人
で
は
な
く
、
仲
間
と
共
に

…
》
と
い
う
意
味
が
こ
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
が
ベ
ー
ス
に
あ
る
た

め
に
、
年
二
回
利
用
者
さ
ん
と

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
で
、
温
泉
・

食
事
会
を
開
催
す
る
と
い
う
行

事
を
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
に
も
楽
し
い
行
事
を
こ
れ
か

ら
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
徴
あ
る
活
動
で
は

「
美
助
人
ク
ラ
ブ
」
と
い
っ
て

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

介
護
保
険
か
ら
は
ず
れ
た
人
の

要
望
を
聞
き
、
実
行
し
て
い
ま

す
。多

様
な
要
望
が
「
美
助
人
ク

ラ
ブ
」
に
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
例

え
ば
「
庭
木
の
剪
定
を
し
て
ほ

し
い
」「
草
む
し
り
を
し
て
ほ

し
い
」「
一
緒
に
ソ
フ
ァ
を
買

い
に
い
っ
て
ほ
し
い
」「
入
院

す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
今
ま

で
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
、
洗
濯

に
き
て
ほ
し
い
」
な
ど
で
す
。

退
院
し
た
時
は
、
介
護
保
険
適

用
と
し
て
再
び
自
宅
に
ヘ
ル
パ

ー
に
い
っ
て

い
ま
す
。
以

上
が
特
徴
で

す
。国

に
対
す

る
要
望
は
土

曜
日
、
日
曜

日
、
祭
日
、

正
月
な
ど
に

ヘ
ル
パ
ー
利

用
の
場
合
は

ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
に
対
し
て

国
か
ら
の
支

給
額
よ
り
越

え
て
支
払
っ

て
い
る
現
状
で
す
。
こ
れ
で
は

や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。
利
用
者

さ
ん
の
負
担
増
な
し
に
、
休
日

の
単
価
の
引
き
上
げ
を
強
く
要

望
し
ま
す
。

本
紙
新
年
号
の
「
お
サ
ル

先
生
の
在
宅
医
療
入
門
」
の

ペ
ー
ジ
に
、
ふ
と
見
る
と
新

刊
紹
介
が
…
、
同
じ
ペ
ー
ジ

の
よ
し
み
で
書
評
を
引
き
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
書

は
、『
月
刊
保
団
連
』
に
二

十
四
回
好
評
連
載
さ
れ
て
い

た
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
間

学
入
門
』
に
補
筆
し
て
単
行

本
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

か
く
言
う
私
も
連
載
時
か
ら

福
祉
福
祉
の
人
間
学
入
門

人
間
学
入
門
 

著
者
の
洞
察
に
 

　
　
　
「
り
く
つ
な
〜
」
 

新  刊  紹  介 新  刊  紹  介 福
祉
の
人
間
学
入
門

理
事
　
小
川
滋
彦（
金
沢
市
・
内
科
）
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・年齢制限はありません。 
・今、介護に直面している方にも役立つ講座です。 

●募集要項 

＊受講申込書は郵送またはFAXにてお送りください。 
＊石川県知事指定の修了証を取得できます。 

寝たきりのお年寄りに、「さあ、お風呂に入りましょう」と
声をかけるヘルパーさん



◇
公
共
の
担
い
手
は
国
で
は
な

く
市
民
で
あ
る

「
公
共
に
主
体
的
に
参
画
す

る
意
識
や
態
度
」と
い
う
と
き
、

「
教
育
改
革
国
民
会
議
の
十
七

の
提
案
」
以
来
、
奉
仕
活
動
が

異
常
に
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
奉
仕
活
動
の
強
制

が
問
題
だ
と
い
う
批
判
が
あ
が

っ
て
き
た
と
き
、
教
育
改
革
国

民
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
曽

野
綾
子
は
、「
憲
法
に
よ
っ
て

国
（
国
家
）
か
ら
無
償
で
義
務

教
育
を
受
け
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
の
だ
か
ら
、
国
（
国
家
）

に
恩
返
し
を
す
る
の
は
当
然
」

だ
と
反
論
し
ま
し
た
。
こ
こ
に

あ
る
の
は
、「
恩
返
し
」
と
い

う
か
た
ち
で
の
「
公
共
へ
の
主

体
的
な
参
画
」
で
あ
っ
て
、
共

通
す
る
問
題
を
自
立
し
た
諸
個

人
の
討
議
・
討
論
に
よ
っ
て
解

決
し
て
い
く
も
の
、
あ
る
い
は

そ
れ
ら
に
積
み
重
ね
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
、
営
ま
れ
る
も
の
と

し
て
の
公
共
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
教
育

基
本
法
は
も
と
よ
り
憲
法
に
も

悖
る
認
識
で
す
。
「
恩
返
し
」

を
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
相
手

は
国
で
は
な
く
納
税
者（
市
民
）

で
す
。

◇
す
べ
て
の
子
ど
も
に
就
学
機

会
を
保
障
せ
よ

そ
も
そ
も
「
恩
返
し
」
を
求

め
る
ほ
ど
の
教
育
を
国
は
保
障

し
て
き
た
で
し
ょ
う
か
。
第
三

条
は
教
育
の
機
会
均
等
を
謳
っ

て
い
ま
す
。
能
力
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
経
済
的
な
理
由
で

就
学
困
難
な
子
ど
も
に
就
学
の

援
助
を
せ
よ
と
言
っ
て
い
ま

す
。
仕
事
が
ら
、
子
ど
も
の
生

活
や
家
族
の
こ
と
を
調
べ
た
り

す
る
の
で
す
が
、
あ
る
中
学
校

で
は
全
校
生
徒
の
二
五
％
が
母

子
家
庭
で
す
。
事
実
上
の
「
単

親
」
は
三
〇
％
を
超
え
て
い
ま

す
。
そ
の
校
区
の
小
学
校
で
は

さ
ら
に
、
い
つ
の
間
に
か
転
入

し
い
つ
の
間
に
か
手
続
き
し
な

い
で
転
出
す
る
、
つ
ま
り
「
夜

逃
げ
」
が
珍
し
く
な
い
と
言
い

ま
す
。

母
子
家
庭
の
子
ど
も
は
必
ず

荒
れ
る
と
い
う
法
則
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
一
日
の
う
ち
母
親
と

と
も
に
過
ご
す
時
間
が
ほ
と
ん

ど
な
く
、
朝
食
も
夕
食
も
と
も

に
し
な
い
と
い
う
家
庭
が
子
ど

も
に
と
っ
て
い
い
家
庭
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
行
政
機
関
は
そ
う

い
う
実
態
を
正
確
に
把
握
し

て
、そ
う
し
た
家
庭
へ
の
援
助
、

就
学
援
助
を
し
て
い
る
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

そ
う
し
た
家
庭
を
問
題
家
庭
と

し
て
強
制
と
啓
蒙
の
対
象
と
し

か
見
て
お
ら
ず
、
公
的
な
援
助

に
頼
ら
ず
、
自
助
努
力
・
自
己

責
任
で
き
ち
ん
と
し
ろ
と
言
わ

ん
ば
か
り
で
す
。
第
七
条
（
社

会
教
育
）
は
子
ど
も
た
ち
の
育

ち
に
必
要
な
文
化
施
設
を
学
校

以
外
に
設
置
せ
よ
と
言
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
が
気
楽
に
利
用

で
き
る
社
会
教
育
施
設
、
児
童

館
、
学
童
保
育
を
少
な
く
と
も

小
学
校
区
に
ひ
と
つ
設
置
す

る
。
こ
れ
が
優
先
さ
れ
る
べ
き

で
す
。

◇
子
ど
も
た
ち
を
学
校
づ
く
り

の
担
い
手
に

残
念
な
こ
と
に
、
教
育
基
本

法
改
悪
に
反
対
す
る
人
た
ち
の

な
か
に
、
第
一
条
「
平
和
的
な

国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
」を
、

国
や
社
会
の
「
一
員
」
と
と
ら

え
る
誤
っ
た
理
解
が
あ
り
ま

す
。
「
一
員
」
と
い
う
の
は
、

誰
が
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
た

か
に
か
か
わ
ら
ず
決
ま
っ
た
こ

と
に
従
う
人
で
す
。「
形
成
者
」

は
自
ら
の
意
志
と
力
で
つ
く
っ

て
い
く
人
の
こ
と
で
す
。
教
育

に
即
し
て
考
え
る
と
、
子
ど
も

は
「
学
校
の
一
員
」
で
は
な
く
、

「
学
校
の
形
成
者
」
で
す
。
つ

ま
り
、
学
校
が
つ
く
っ
た
規
則

に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
自
分
た
ち
の
必
要
と
要

求
に
も
と
づ
い
て
ル
ー
ル
を
決

め
て
い
く
の
が
「
形
成
者
」
で

す
。
こ
れ
は
第
八
条
で
い
う
政

治
教
育
を
き
ち
ん
と
す
る
と
い

う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

「
公
共
に
主
体
的
に
参
画
す

る
意
識
や
態
度
」
の
な
か
に
、

ル
ー
ル
を
つ
く
っ
た
り
従
う
と

い
う
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
と
き
の
公
共
の
担

い
手
は
学
校
で
あ
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
、
学
校
に
と
っ
て
必
要
な

ル
ー
ル
づ
く
り
と
そ
の
自
主
的

な
遵
守
の
指
導
に
は
な
っ
て

も
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
必
要

と
す
る
ル
ー
ル
づ
く
り
と
そ
の

自
主
的
な
遵
守
に
は
な
り
え
ま

せ
ん
。
こ
の
違
い
は
重
要
な
の

で
す
。
安
易
に
「
一
員
」
と
言

っ
て
し
ま
う
の
は
、
公
を
国
│

学
校
と
い
う
ラ
イ
ン
で
把
握

し
、
市
民
│
子
ど
も
と
い
う
ラ

イ
ン
で
と
ら
え
て
い
な
い
か
ら

で
し
ょ
う
。
教
育
基
本
法
を
守

る
た
め
の
「
政
治
的
闘
い
」
と

と
も
に
、
日
々
の
実
践
の
な
か

に
教
育
基
本
法
を
具
体
化
す
る

努
力
、
す
な
わ
ち
「
日
常
の
闘

い
」
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

教
育
基
本
法
を
め
ぐ
っ
て
発

言
し
た
い
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
り

ま
す
が
、
一
旦
こ
こ
で
閉
じ
る

こ
と
と
し
ま
す
。

（
終
わ
り
）
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金
沢
大
学
教
育
学
部
助
教
授
　
山
本
　
敏
郎 

教
育
基
本
法
を
変
え
て
は
い
け
な
い
理
由（
そ
の
②
）

│
子
ど
も
の
生
活
現
実
は
教
育
基
本
法
を
求
め
て
い
る
│

わ
　
け
 

春
夏
秋
冬
、
季
節
を
問
わ

ず
、
ほ
と
ん
ど
の
山
行
を
単

独
で
行
動
し
て
い
る
僕
だ

が
、
こ
ん
な
僕
に
も
欠
か
せ

な
い
相
棒
が
一
人
い
や
一
台

い
る
。
彼
と
の
つ
き
合
い
は

長
い
も
の
で
、
今
年
で
十
二

年
目
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
。
ち
ょ
う
ど
僕
が
登
山
を

始
め
た
時
期
と
一
致
し
て
お

り
、
事
実
、
彼
が
い
な
け
れ

ば
僕
の
登
山
は
あ
り
得
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
彼
と
は
、
愛
車
の
四

駆
パ
ジ
ェ
ロ
で
あ
る
。
身
長

百
八
十
セ
ン
チ
、
体
重
二
千

三
百
キ
ロ
と
見
た
目
は
ご
つ

い
が
、
実
に
パ
ワ
フ
ル
で
彼

ほ
ど
頼
れ
る
存
在
は
い
な

い
。
か
み
さ
ん
に
は
悪
い
が

僕
の
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
る
。

連
休
の
取
れ
な
い
開
業
医

が
冬
山
を
含
め
て
北
ア
ル
プ

ス
を
中
心
に
活
躍
す
る
た
め

に
は
、
い
か
に
時
間
を
有
効

に
利
用
す
る
か
が
鍵
に
な

る
。
休
診
日
一
日
を
利
用
す

る
大
抵
の
山
行
の
パ
タ
ー
ン

は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

く
た
く
た
に
な
っ
て
夜
七

時
過
ぎ
に
店
じ
ま
い
。
晩
飯

は
道
中
で
食
べ
る
こ
と
と

し
、
車
に
荷
物
を
詰
め
込
ん

で
急
い
で
自
宅
を
出
発
す

る
。
夜
中
の
う
ち
に
何
と
か

登
山
口
ま
で
移
動
し
、
急
い

で
車
中
泊
。
翌
日
は
日
の
出

前
に
起
床
し
、登
山
を
開
始
。

わ
き
目
も
ふ
ら
ず
に
山
に
登

り
、
山
頂
で
し
ば
し
の
休
憩

の
後
、
ま
た
も
や
ダ
ッ
シ
ュ

で
下
山
。
な
る
べ
く
そ
の
日

の
午
前
中
に
は
帰
宅
し
、
午

後
か
ら
は
開
放

病
院
の
往
診
に

出
る
と
言
っ
た

実
に
せ
わ
し
な

い
一
日
に
な
っ

て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
な

行
動
パ
タ
ー
ン

を
実
践
す
る
に

は
、
車
で
の
車

中
泊
は
欠
か
せ

な
い
の
で
あ

る
。
幸
い
車
の

座
席
を
倒
し
て

フ
ラ
ッ
ト
に
す

れ
ば
、
大
人
二

人
が
眠
れ
る

ス
ペ
ー
ス
は

十
分
に
確
保

で
き
る
た

め
、
自
由
自

在
に
車
で
移

動
し
止
ま
っ

た
と
こ
ろ
が

別
荘
と
な
る

わ
け
で
あ

る
。
車
の
中

に
は
タ
ン
ク

に
詰
め
た
水

が
あ
り
、
お

ま
け
に
山
用

の
ガ
ス
コ
ン

ロ
が
あ
れ
ば

火
も
使
え
、
何
不
自
由
の
な

い
生
活
が
送
れ
る
。
窓
も
す

べ
て
カ
ー
テ
ン
で
仕
切
れ
ば

完
璧
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
保

た
れ
る
の
で
あ
る
。
年
間
二

十
〜
三
十
泊
は
車
中
泊
を
し

て
い
る
計
算
に
な
る
。

普
段
か
ら
幹
線
道
路
の
暴

走
族
の
爆
音
に
悩
ま
さ
れ
て

い
る
僕
と
し
て
は
、
山
中
深

く
誰
も
い
な
い
、
音
も
し
な

い
、
月
明
か
り
し
か
な
い
そ

の
よ
う
な
場
所
に
車
を
止
め

て
、
一
人
ゆ
っ
く
り
流
れ
る

時
間
を
過
ご
す
の
が
好
き
で

あ
る
。

た
だ
し
、
最
近
は
車
中
で

暮
ら
す
ホ
ー
ム
レ
ス
も
珍
し

く
な
い
の
で
注
意
が
必
要
で

あ
る
。
里
に
近
い
場
所
だ
と

こ
れ
ま
で
も
何
度
か
就
寝
中

に
警
察
官
の
職
務
質
問
に
あ

っ
た
り
し
て
、「
職
業
は
？
」

と
訪
ね
ら
れ
る
と
き
が
一
番

つ
ら
い
の
で
あ
る
。

ど
ん
な
山
行
で
も
、
彼
と

一
緒
だ
と
こ
れ
ほ
ど
心
強
い

も
の
は
な
い
。
あ
る
年
、
冬

の
八
ヶ
岳
で
大
雪
に
見
舞
わ

れ
て
し
ま
い
、
下
山
し
て
び

っ
く
り
、
車
が
半
分
雪
に
埋

ま
っ
て
い
た
。
こ
ん
な
時
で

も
彼
な
ら
楽
々
脱
出
可
能
で

あ
っ
た
。
鹿
児
島
の
宮
之
浦

岳
に
山
登
り
に
行
っ
た
と
き

は
、
ほ
ぼ
十
五
時
間
ぶ
っ
通

し
で
千
五
百
キ
ロ
近
く
走
ら

せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ア
イ

ス
バ
ー
ン
の
路
面
で
普
通
車

が
ス
リ
ッ
プ
し
て
彼
に
突
っ

込
ん
で
き
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
そ
ん
な
と
き
で
も
相
手

は
大
破
し
た
が
、
彼
は
ほ
ぼ

無
傷
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
彼
も
、
最
近
は
年

の
せ
い
か
随
分
足
回
り
は
悪

く
な
り
、
た
く
さ
ん
食
べ
る

割
に
は
走
り
が
悪
く
な
っ
て

き
た
。
そ
れ
で
も
青
春
を
共

に
し
て
き
た
彼
と
別
れ
る
気

は
な
く
、
二
十
五
万
キ
ロ
走

り
続
け
た
今
で
も
、
彼
の
寿

命
が
尽
き
て
走
れ
な
く
な
る

ま
で
、
一
緒
に
山
登
り
を
続

け
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

山三昧 山三昧 
早川ドクターの 

早川　康浩（金沢市・内科）
【第12話】　山の相棒 

神奈川県丹沢山登山口の河原にて

相棒の正面写真

いしかわ県民教育文化県民教育文化センター創立創立12周年特別企画周年特別企画 いしかわ県民教育文化県民教育文化センター創立創立12周年特別企画周年特別企画 いしかわ県民教育文化センター創立12周年特別企画 
と　き 2003年3月1日（土） 

●午後1時30分～午後4時 

ところ 石川県教育会館3階ホール 
参加費 1,700円 

講　演（1時間） 

映　画（1時間30分） 

【講　師】 早坂　暁氏（脚本家） 
【テーマ】 21世紀の核を語る 

夢千代日記から夏少女へ 

『夏少女』文部科学省選定作品 
※連絡・問い合わせ先： いしかわ県民教育文化センター 

TEL 076‐223‐8415　FAX 076‐222‐8415
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介
護
す
る
側
の
、
人
数
や
待
遇
を
含
め
た
環
境
を
も
っ
と
よ

く
し
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
る
。

老
人
施
設
が
直
面
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
列
記

し
て
み
た
。
福
祉
は
行
政
だ
け
に
頼
ら
ず
国
民
自
身
が
つ
く

り
だ
す
気
構
え
を
持
た
な
い
と
、
劣
化
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

お
よ
そ
、
将
来
の
予
測
能
力
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
、
国

の
医
療
・
福
祉
政
策
で
は
あ
る
。
そ
の
先
端
に
位
置
す
る
も

の
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特
養
）
が
あ
る
。
筆
者
が

関
係
す
る
特
養
や
、
他
の
多
く
の
老
人
施
設
が
、
最
近
遭
遇

し
て
い
る
い
く
つ
か
の
話
題
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

●
こ
の
と
こ
ろ
、
介
護
保
険
の
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
議

論
が
さ
か
ん
だ
。
だ
れ
が
言
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
特

養
が
黒
字
と
い
う
と
ん
で
も
な
い
話
が
あ
る
。
予
想
さ
れ
る

引
き
下
げ
率
は
、
要
介
護
度
一
が
一
五
％
、
介
護
度
二
が
一

〇
％
、
介
護
度
五
で
一
％
、
平
均
四
％
ら
し
い
。
当
然
各
施

設
は
、
介
護
度
の
低
い
人
の
入
所
は
断
る
こ
と
に
な
る
。
特

養
入
所
基
準
が
、
金
沢
市
で
も
重
症
者
重
点
に
切
り
替
え
る

準
備
を
し
て
い
る
か
ら
、
割
り
を
く
う
の
は
、
介
護
度
が
低

く
見
ら
れ
て
い
る
痴
呆
老
人
だ
ろ
う
。

ど
う
し
て
も
入
所
し
た
い
と
な
る
と
、
相
当
の
自
己
負
担

を
強
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
経
営
的
に
は
、
施
設

職
員
に
人
件
費
で
し
わ
寄
せ
が
く
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
。

●
個
室
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
が
金
科
玉
条
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

新
築
施
設
を
中
心
に
、
宣
伝
し
過
ぎ
の
き
ら
い
あ
り
。
十
数

年
前
の
先
進
施
設
が
た
い
へ
ん
困
っ
て
い
る
。
も
う
少
し
冷

静
に
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
て
も
よ
い
と
思
う

の
だ
が
。
介
護
職
員
の
疲
労
が
増
え
、
施
設
改
造
の
経
費
だ

け
で
も
ば
か
に
な
ら
な
い
。

●
施
設
か
ら
入
院
し
た
場
合
、
今
ま
で
な
ら
三
カ
月
は
退

所
猶
予
期
間
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
施
設
側
は
空
き
場
所
を
置

き
た
く
な
い
の
で
、
入
院
即
退
所
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
病
院

も
早
く
退
院
さ
せ
た
が
る
し
、
退
院
し
た
場
合
の
受
け
皿
を

ど
う
す
る
か
頭
の
痛
い
問
題
が
す
で
に
続
発
し
て
い
る
。

●
入
居
者
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
重
症
の
短
期
入
所
者
が
め

だ
っ
て
増
え
て
き
た
。
軽
快
し
な
い
ま
ま
の
強
制
早
期
退
院

で
、
在
宅
療
養
が
で
き
ず
、
さ
り
と
て
再
入
院
、
施
設
入
所

も
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
証
拠
で
あ
る
。

●
重
症
高
齢
者
が
多
く
な
っ
て
、
従
来
の
特
養
そ
の
他
の

区
分
が
実
質
な
く
な
っ
て
き
た
。
特
養
が
病
院
と
間
違
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
今
後
の
治
療
を
よ
ろ
し

く
と
の
情
報
連
絡
が
多
い
。
各
施
設
区
分
の
定
義
見
直
し
の

時
期
が
き
て
い
る
。

●
特
養
待
機
者
が
依
然
と
し
て
三
桁
台
（
筆
者
関
係
の
特

養
も
百
八
十
人
）
で
、
入
所
ま
で
十
年
位
か
か
る
と
い
う
。

冗
談
ご
と
で
は
な
い
。

介
護
保
険
が
導
入
さ
れ
て
、
老
人
ホ
ー
ム
に
対
す
る
考
え

方
も
当
然
変
化
し
て
き
た
。
お
年
寄
り
の
人
権
に
配
慮
す
る

あ
ま
り
、
介
護
側
の
人
権
に
し
わ
寄
せ
が
き
た
り
、
建
物
な

ど
の
ハ
ー
ド
面
に
関
心
が
行
き
過
ぎ
た
り
す
る
き
ら
い
が
感

じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
当
の
福
祉
と
い
う
の
は
、
人
と
人

と
の
触
れ
合
い
で
あ
っ
て
、
高
齢
者
に
対
す
る
の
と
同
様
に
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年
末
恒
例
の
紅
白
歌
合
戦
を

見
て
い
て
突
然
素
晴
ら
し
い
歌

声
に
耳
が
ダ
ン
ボ
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
日
本
人
と
ア
メ
リ
カ

人
の
間
に
生
ま
れ
た
若
き
テ
ノ

ー
ル
で
あ
る
。
輝
く
よ
う
な
高

音
と
芯
の
通
っ
た
歌
声
は
オ
ペ

ラ
に
さ
ほ
ど
興
味
の
な
い
わ
が

家
の
娘
た
ち
の
耳
ま
で
も
虜
に

し
た
。
娘
た
ち
は
ラ
ジ
オ
で
彼

の
歌
声
を
聴
い
た
直
後
に
テ
レ

ビ
の
あ
る
部
屋
に
な
だ
れ
込
ん

で
き
た
。「
す
ご
い
声
だ
ね
お

父
さ
ん
！
」
娘
た
ち
は
彼
に
対

す
る
自
分
た
ち
の
評
価
を
確
認

す
る
よ
う
に
僕
の
目
を
の
ぞ
き

込
ん
だ
。
僕
が
黙
っ
て
う
な
ず

く
と
「
や
っ
ぱ
り
」
と
満
足
し

た
顔
で
意
気
揚
々
と
引
き
上
げ

て
い
っ
た
。

娘
た
ち
が
去
っ
た
後
も
、
僕

は
興
奮
し
て
い
た
。
日
本
の
テ

ノ
ー
ル
歌
手
で
こ
ん
な
本
格
的

な
声
を
聴
い
た
の
は
本
当
に
、

い
や
本
当
に
久
方
ぶ
り
で
あ
っ

た
か
ら
だ
。
よ
う
や
く
日
本
の

オ
ペ
ラ
界
に
も
世
界
に
通
用
す

る
テ
ノ
ー
ル
が
出
た
か
。
僕
は

情
け
な
か
っ
た
わ
が
国
の
テ
ノ

ー
ル
陣
を
振
り
返
っ
て
し
み
じ

み
と
幸
せ
な
気
分
に
浸
っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
ん
な
傍
ら
で
妻
が

呟
い
た
。「
や
っ
ぱ
り
、
外
国

人
は
身
体
が
違
う
わ
よ
ね
、
見

て
こ
の
厚
い
胸
板
」。「
エ
ッ
、

日
本
人
だ
ろ
」
と
僕
。「
違
う

わ
よ
、
こ
の
身
体
の
ど
こ
が
日

本
人
よ
、
顔
だ
っ
て
完
全
に
あ

ち
ら
系
よ
」。
そ
う
言
わ
れ
て

み
れ
ば
彼
の
胸
板
の
厚
さ
は
尋

常
で
は
な
い
し
、
顔
だ
っ
て
明

ら
か
に
日
本
人
で
は
な
い
。
だ

け
ど
、
日
本
語
を
ぺ
ら
ぺ
ら
話

す
し
、
日
本
の
国
民
的
行
事
で

あ
る
紅
白
歌
合
戦
に
出
場
し
て

い
る
か
ら
、
当
然
日
本
人
だ
ろ

う
！
　
だ
が
、
冷
静
に
考
え
れ

ば
彼
の
肉
体
の
半
分
は
外
国
人

で
あ
る
。
彼
の
た
ぐ
い
ま
れ
な

る
歌
声
は
　
外
国
人
の
遺
伝
子

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
厚
い
胸
板

と
筋
肉
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
あ
あ
又
し
て
も

遺
伝
子
に
行
き
着
く
の
か
。
僕

は
が
っ
く
り
と
首
を
垂
れ
た
。

こ
こ
の
と
こ
ろ
遺
伝
子
が
ど

ん
ど
ん
解
明
さ
れ
る
に
及
ん
で

様
々
な
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
た
。
と
り
わ
け
病
気
の
分

野
と
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
が
騒
が

し
い
。
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
陸
上
競
技

短
距
離
に
は
黒
人
選
手
が
多

い
。
理
由
は
彼
ら
は
遺
伝
的
に

瞬
発
力
の
高
い
筋
肉
を
生
ま
れ

つ
き
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
は
遺
伝
子
に
よ
り
決

定
づ
け
ら
れ
た
能
力
で
あ
り
白

人
や
わ
れ
わ
れ
黄
色
人
種
が
如

何
に
努
力
し
て
も
越
え
る
こ
と

の
で
き
な
い
壁
で
あ
る
。
だ
か

ら
そ
の
種
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
最

初
か
ら
勝
負
に
な
ら
な
い
と
の

声
も
あ
る
。

さ
て
、
オ
ペ
ラ
歌
手
で
も
テ

ノ
ー
ル
は
超
高
音
の
発
声
に
と

ん
で
も
な
い
瞬
発
力
が
要
求
さ

れ
る
。
歴
史
上
数
あ
る
テ
ノ
ー

ル
の
中
で
強
さ
と
伸
び
を
兼
ね

備
え
た
声
の
持
ち
主
は
イ
タ
リ

ア
、
ス
ペ
イ
ン
を
は
じ
め
と
す

る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
が
多
い
。
一

方
、
バ
ス
歌
手
は
な
ん
と
言
っ

て
も
ロ
シ
ア
人
で
あ
る
。

歌
う
た
め
の
遺
伝
子
が
あ
る

か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
歌
唱

の
基
礎
と
な
る
筋
肉
や
声
の
音

色
を
決
め
る
顔
の
骨
格
は
遺
伝

子
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
か

ら
、
人
種
に
よ
っ
て
歌
唱
の
優

劣
が
生
ま
れ
つ
き
あ
る
こ
と
は

容
易
に
想
像
で
き
る
。
と
す
れ

ば
、
イ
タ
リ
ア
人
や
ロ
シ
ア
人

は
生
ま
れ
な
が
ら
オ
ペ
ラ
歌
唱

に
対
す
る
優
位
性
を
持
っ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
日
の
診
療
が
終
わ
り
、夜
、

コ
ー
ヒ
ー
片
手
に
お
気
に
入
り

の
テ
ノ
ー
ル
を
聴
い
て
い
る
と

神
さ
ま
は
人
間
を
造
る
と
き
に

白
人
に
は
こ
れ
、
黒
人
に
は
そ

れ
、
黄
色
人
種
に
は
あ
れ
、
と

し
っ
か
り
役
割
分
担
を
与
え
た

の
で
は
な
い
か
と
確
信
し
た
く

な
っ
て
く
る
。

所
詮
、
文
化
と
い
う
も
の
は

そ
の
土
地
に
住
む
人
間
の
間
に

自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
て
く
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
の
人

間
の
身
体
や
生
活
習
慣
に
最
も

適
し
た
よ
う
に
で
き
て
い
る
こ

と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
と
す

れ
ば
、
文
化
は
人
種
遺
伝
子
の
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白番でどうなりますか。 

上
に
そ
び
え
立
つ
バ
ベ
ル
の
塔

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
が
声
楽
の
分
野
は
ス

ポ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル
ド
ほ
ど
肉
体

や
そ
の
機
能
に
関
し
て
の
医
学

的
研
究
は
進
ん
で
い
な
い
。
も

ち
ろ
ん
声
楽
の
能
力
に
関
す
る

遺
伝
子
的
研
究
も
ま
っ
た
く
無

い
。
だ
か
ら
漠
然
と
ど
こ
の
国

の
歌
で
も
努
力
次
第
で
歌
え
る

歌
手
に
な
れ
る
と
夢
見
て
い
る

若
者
や
指
導
者
が
多
い
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
、
現
実
は
そ
う

で
は
な
さ
そ
う
だ
。
遺
伝
子
的

な
弱
点
を
克
服
し
、
西
洋
人
と

肩
を
並
べ
る
テ
ノ
ー
ル
に
な
る

た
め
の
肉
体
的
訓
練
法
は
、
未

だ
分
か
っ
て
い
な
い
。

こ
う
書
く
と
な
ん
て
悲
観
的

な
こ
と
を
、
と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
が
そ
う
で
は
な
い
。

違
い
が
分
か
れ
ば
そ
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
埋
め
る
方
策
も
考
え
つ
こ

う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
わ
が

国
の
ス
ポ
ー
ツ
界
が
身
体
的
優

越
性
を
持
つ
黒
人
選
手
に
少
し

で
も
迫
る
た
め
の
方
策
を
ス
ポ

ー
ツ
医
科
学
に
求
め
た
の
と
同

じ
よ
う
に
、
経
験
主
義
一
辺
倒

で
貫
か
れ
て
き
た
声
楽
指
導
法

に
も
医
科
学
の
メ
ス
を
加
え
新

し
い
活
路
を
見
い
だ
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
。

二
〇
〇
二
年
を
締
め
く
く
る

歌
合
戦
で
た
ま
た
ま
耳
に
し
た

素
晴
ら
し
い
歌
声
が
、
新
し
い

年
の
テ
ー
マ
を
与
え
て
く
れ
た

よ
う
な
気
が
す
る
。
二
〇
〇
三

年
よ
、
歌
唱
医
学
元
年
と
な

れ
！

老
人
施
設
が
直
面
し
て
い
る

数
々
の
問
題
点
か
ら

高
松
　
弘
明
（
金
沢
市
・
内
科
）
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